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給水配水一体化システム
給水管引き込み部耐震化の実現 既設管との確実な接合を実現するJIS外径寸法

従来管路との高い互換性・新旧の高い視認性 長寿命な配水・給水システムを実現

配管例

EFソケット

EF90°エルボ

融着工具が使用できない場合や、接合後すぐに
水圧試験する場合は、金属継手でも接合できます。
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EFプラグ付サドル

サドル分岐

配水管

エスロハイパーAW（JIS外径寸法）

エスロハイパーJW

給水管

配管例

配水管～水道メーター手前まで

『水道の耐震・長寿命化』を実現。

簡単装着で
取外し不要

クランプ付EF継手で
施工のスピードアップに
貢献します!

かんたんクランプ

エスロハイパーAWコイル管
持ち運びしやすい
30ｍ巻。
φ20，25をご用意！

青ポリ（JIS外径）融着本採用
二層管（JIS外径）融着本採用
青ポリ融着テスト採用、
二層管融着テスト採用

全国のご採用事業体様
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キッツは、
ステンレスでお応えします！！

(03)6836-1505

〒103-0027 東京都中央区日本橋 3-10-5
オンワードパークビルディング

120×170
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年7月の௨ৗݩが会長にब任しました令ࢲ
૯会等当日、現地のࣛࣇ島市では大Ӎ特ผܯ報
がग़されておりました。
ಉ年の૯島෩では、送ిઢమౝిப

のյにう大نなఀి等により、ড়水等
水道ࢪ設のӡసがఀࢭし、ઍ༿県、東ژ、੩
Ԭ県の3県において、9月から࠷大14ສ
のஅ水が発生しました。また、東日本෩でށ
は、ড়水等のף水、配水管のഁଛ等により水
道ࢪ設がਙ大な被害を受け、福島県、ҵ県な
ど14県において、1�月から࠷大1�ສ8ઍށ
のஅ水が発生しております。
令2年7月߽Ӎでは、കӍ前ઢがभ付ۙを

௨って東日本にのびてఀ、前ઢの活動がඇৗに
活発で、日本東日本で大Ӎとなり、特にभ
では記的な大Ӎとなったことは記Աに新しいと
こΖです。これらの֤被災地では、本会会員の管
工事組合が応急෮چ工事等にै事しております。
（ެࣾ）日本水道協会では、熊本地震、海道
ৼ東෦地震߽Ӎなどの災害の経ݧ܇࿅等
によりಘられた教܇ɾ知見を生かし、令2年4
月に「地震等緊急時対応の手引き」を改గされ
ました。本会では日本水道協会本෦と「災害時
における応急෮چ活動の応ԉ協ྗに関する֮
書」をక結しており、この手引き改గにい、
本会「地震等緊急時における応急෮چ工事対応
ϚχϡΞϧ」の改గをਐめております。
東日本大震災からૣ1�年をܴえました。地
震߽Ӎといった災害がىき、その度に大きな被
害が܁りฦされてきました。本会会員組合の8ׂ
が地ݩ水道事業体と災害協定をక結しており、

発災ޙから応急給水が࢝まり、水道事業体の
方ʑにಉ行し、෮چஈ֊となった時に現ۦけ
付け࠷前ઢでै事するのはわれわれ管工事業者
です。そのようなॏ要なׂを担いながらも、一
方では、人手不がਂࠁ化し、若手技術者ɾ技
能者のೖ職ɾ定ணが٤緊の課題となっております。
若者から見てもັྗある、そしてಇきߕ൹のあ

る業քɾ職にするためにも、ै業員のॲ۰改ળ
として、工事種ผごとの工期確อ、ଞ産業では当
たり前となっているिٳೋ日制が必ਢです。組合
員の会ࣾ経Ӧが成りཱつదਖ਼なར५がಘられれ
ば、िٳೋ日にも対応できます。エッセンシϟϧ
ワーカーの໊の下に、りがいࡡ取のようなこと
があってはならないと考えております。
担い手3๏（ެڞ工事の࣭確อのଅਐに関す

る๏（確๏）、ݐ設業๏、ެڞ工事のೖ札ٴ
びܖのదਖ਼化のଅਐに関する๏（ೖܖ๏））
がฏ成2�年に改ਖ਼され、予定価֨のదਖ਼な設定、
าりのࠜઈ、μンϐンά対策の強化などਤられ
てきております。さらに、相次͙災害を受け、「地
域のकり手」であるݐ設業の期待として災害時
の緊急対応のॆ࣮強化、ಇき方改ֵଅਐによるݐ
設業の長時間࿑ಇのੋਖ਼の課題解ܾのため、令
び確࠶、年�月には、新ɾ担い手3๏としてݩ
๏とݐ設業๏、ೖܖ๏が一体的に改ਖ਼されました。
国ަ௨লと૯務লでは、ଞল庁と連携して

地方࣏ࣗ体におけるࢪ工時期のฏ४化等をଅਐ
するため担当෦局ಇきかけておられます。߽
ઇの地ݩࢁより、管工事業քにおけるಇき方
改ֵにご理解、ご協ྗをおئいする次ୈです。

ר ಄ ݴ

߽ઇの͔Β࣌ࡂのରԠ、
ಇ͖ํվֵを͏ࢥ

શڠۀࣄࠃಉ߹࿈߹ձ
ձç　౻　
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զ͕Ոʹͬͯ Δ͘ੜ͖ ͱ水
҆౻　ໜ
公益財団法人水道技術研究センター理事長

ུྺ
昭和50年4月	 厚生省採用（環境衛生局水道環境部計画課）
平成16年7月	 厚生労働省水道課長
平成17年8月	 財団法人水道技術研究センター常務理事兼技監
令和元年8月	 現職に就任

「エッセイ　水鞠」のߘدをґཔされたと
き、どのような題をとりあ͛たらよいか、考
えてみた。そういえば、ۙ࠷、ある人から、「日
本の水道水のཹԘૉは、海֎と比べてೱ度
で管理されていますよͶ。どうなΜですか」と
聞かれ、「日本ではどう、ॾ֎国ではこう」など、
国レϕϧでの୯७な比ֱはできないとฦした
が、少しؾになり調べてみた。
報ެ開がਐΜでいるถ国では、༁すると「ফ

අ者৴པ報告書（CCRɿCPOTVNFS�CPOpEFODF�
RFQPSt）」というものが֤水道事業体でެදさ
れており、ཹԘૉೱ度のฏۉ値࠷大ɾ࠷খ
値を調べることができた。ただし、ถ国ではト
リϋロメλン対策などから、クロラϛンॲ理が
水地はऄ口と࠾、用されており、また࠾く
はݶらないことなどから、୯७比ֱすることは
要ҙであると思う。
一方、水道技術研ڀセンλーでは、というか、
委ڀ比ֱに関する研ࡍのいから、「水道の国ࢲ
員会（委員長ɿ大୍༑ཬಸɾ一ڮ大学ࣾ会学研
Պ教授）」を設置し、水道ྉ金、ড়水ॲ理、生ڀ
活用水用ྔ、水道水࣭ج४などの国ࡍ比ֱを
行っており、「国ࡍ比ֱのしさとָしさ」をエッ

セイのςーϚとしようと考えた。とこΖが、執
筆要ྖをみると、「ࣸਅ、ਤද等を1ʙ 2ఏڙを」
とあり、ద当なࣸਅはないし、ਤදは面നくな
いと思い、題を大きく変えることとした。
さて、ඪ題の「生き」のことであるが、「生」

とすれば「ͤいͿつ」、「いきもの」、「なまもの」
と読める。ここでは、当વながら、զがՈにっ
てくる「いきもの」のである。
前置きがਵ分長くなったが、ۙ࠷は、新ܕコ

ロナ題でࡏۈ務が૿え、ࢲもࣗでύιコ
ンとᛀめっこする時間が多くなっている。ࢲの
Ոは東ژੈా୩۠のはずれにあり、খさな生
֞と数本のथがある。ࡏۈ務が多くなるま
ではؾが付かなかったのであるが、ۙ࠷、ૣே、
日中、༦れにかけて、「ϐー」というௗの໐
きが聞こえてくることにؾが付くようになっ
た。そして、֎をோめると、قઅ的に種ྨが変
わることがあるものの、おな͡みのカラε、ε
ズメ、Ωδόト、ώϤυリ、ΦナΨといった「ৗ
連さΜ」のみならず、シδϡカラメδロも
զがՈのۙくをඈΜでおり、時には༦れ時、
ྡのۭき地の上ۭをᦅ（ᄡೕྨ）がඈびަっ
ている。ࢲはௗ؍をझຯとはしていないが、

ࣸਅ1　ேբ浄水高浄水ࢪ設௨水ࣜͷ༷ࢠ（2���（ฏ16）11݄1�ɺ東ژ水ಓہఏڙ）
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ͤっかくなので、カーςンӽしにこっそりとখ
ௗをσδカメでࡱ影することにした。
一方、ࢲのझຯのひとつは「Ֆをҭてる」
ことであり、月ฒみではあるが、ౙは「ύン
δー」、Նは「δχΞ」などをϓランλーでҭ
てたり、また、Ն頃にかけてはೣのֹ΄どの
地で「ΰーϠ」をҭてたりしている。そのため、
水ݣり用のόέπをৗに用ҙしている。զがՈ
にҪށはないので、όέπにいれる水は水道水
であり、東ژのேբড়水からきている。
東ژ水道局の)1から引用さͤていただく
と、「ேբড়水は、ฏ成1�年11月からΦκン
と生活性をったߴ度ড়水ॲ理をಋೖし、
ฏ成2�年3月にՔಇしたୈೋ期ࢪ設と合わͤ、
現ࡏ、日ྔ17�ສཱ方メートϧの全ྔにߴ度ড়
水ॲ理をಋೖしています」とのことである。
がઢするが、ฏ成1�年のߴ度ড়水ࢪ設の成
時、ࢲはް生࿑ಇল水道課長だったので、௨水
ࣜにग़੮するػ会をಘることができた（ࣸਅ1）。
そして、現ࡏ、զがՈの水は全ྔがߴ度ড়水ॲ
理された水道水であり、ॖڪではあるが、Ֆ
に༩える水も「おいしい」水道水である。
Ֆの水ݣり用のόέπにཷめおいている
水道水であるが、ؾが付くと、メδロのつがい
がってきて、おいしそうにόέπの水をつ
ついてҿΜでいるではないか。「おー、そうか。
ௗも新でおいしい水をΉΜだ」というこ
とで、ۙ࠷は、できるだけ新な水道水をόέ
πにຬഋにしておくのが日課のようになってい
る。さらには、以前からۙลでみかけるྑೣ
も、時ʑ、このόέπの水をҿみに๚れており、
զがՈ（のόέπ）は、まるでۙ所の生きの
水ݯのくなっている（ࣸਅ2）。
とこΖで、メδロといえば、少し前のになるが、
झຯとしてࣗの෦の中に置いていた؍༿২
が大きくなりす͗たため、ݰ関ઌに置き所を変
えたとこΖ、そこにメδロがってきて࡞りを
し、ཛを産みҭてたこともある。そのため、当時、
った記Աがある。なお、メをؾ関のग़ೖりにݰ

δロをั֫ɾࣂ養することは「ௗ्อޢ管理๏」
に৮するが、メδロがউ手にってきて࡞り
をしたのであって、ಉ๏に৮していないことを
。みであるࡁ局の担当官に確認ޢলࣗવอڥ
なお、頭で৮れた水道の国ࡍ比ֱをは͡め

とした海֎報は、センλーϗーϜϖーδ（トッ
ϓϖーδのࠨཝ、501*C4）の「水道の国ࡍ比
ֱに関する研ڀ」「水道ϗットχϡーε」で
発৴しているので、関৺のある方はੋඇΞクセ
εしていただきたい。

ࣸਅ2　զ͕Ոʹ͖ͬͯたϝδϩͷ͕ͭいとೣ
（2�21（ྩ3）1݄ࡱӨ）

ࣸਅ3　Ոͷۙ͘ΛྲྀΕΔઋ川とࢣ୩公園
（2�21（ྩ3）1݄ࡱӨ）
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日本水道協会は、ฏ成28年熊本地震、ฏ成3�年7月߽Ӎ等の災害と、

ฏ成29ɾ3�年度に࣮ࢪした水道ք初のࢼみである全国نの܇࿅等でಘ

られた教܇ɾ知見等を౿まえ、特ผ調査委員会で検討をॏͶ、「地震等緊

急時対応の手引き」を改గした。水道քにおけるさらなる災害対応ྗの

強化につながることが期待される。

今号ならびに次号の特集では、（ެࣾ）日本水道協会の担当者に、新た

な手引きの༰等について、相ޓ応ԉの一ൠ事߲ฤ、応急給水ɾ応急෮چɾ

技術ࢧԉฤの2ฤに分けてৄしく解説していただいた。

解説 地震等緊急時対応の手引き
第1回 相互応援の一般事項編
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1　վగͷܦҢ
日本水道協会では、地震等緊急時に会員相ޓ

で行われる応急給水、応急෮چ等の応ԉ活動を
ਝかつԁに࣮ࢪし、被災地における給水を
ૣ期に確อすることを目的として、「地震等緊急
時対応の手引き（以下、ʪ手引きʫ）」を策定して
います。
手引きにͮجく相ޓ応ԉのϧーϧは、ฏ成7

年1月に発生したࡕਆɾ୶࿏大震災における応
ԉ活動の教܇を活かすため、ฏ成8年に取りま
とめた「地震等緊急時対応に関する報告書」を
。にしていますج
そのޙ、ฏ成1�年の新ׁ県中ӽ地震、ฏ成19

年の能ొ島地震ɾ新ׁ県中ӽ沖地震等での応
ԉ活動を経て、「地震等緊急時対応の手引き（ฏ
成2�年12月）」の策定にܨがりました。
さらに、ະિ༗の大災害となったฏ成23年の

東日本大震災における教܇ɾ知見を活かすため、
応ԉ活動の域化ɾ長期化にも対応できるよう、
ฏ成25年3月に改గを行いました。
そのޙも、ฏ成28年熊本地震、ฏ成3�年7月

߽Ӎ等の災害において、手引きの組みにͮج
く応ԉ活動が࣮ࢪされ、その༗ޮ性が改めて認
識された一方、受ԉ体制の構築খن事業体
のࢧԉのあり方など新たな課題もࡏݦ化しま
した。
また、ฏ成29ɾ3�年度には、水道քでは初の

し、東日本大ࢪ࿅を࣮܇のنみとなる全国ࢼ
震災を上回る大نかつ域的な災害が発生し
たࡍ、手引きによる応ԉ体制が༗ޮにػ能する
かの検ূを行ったとこΖです。
こうした経Ңを౿まえ、前回の改గ以降に発

生した災害ฒびに全国܇࿅等によりಘられた教
ɾ知見を手引きに反映し、水道քにおける災܇
害対応ྗの強化をਤるため、ฏ成3�年度ୈ5回
理事会（ฏ成31年3月27日）において「地震等
緊急時対応の手引き改గ特ผ調査委員会」を設
置し、検討をॏͶた結果、令2年4月に改గ൛
をެදいたしました（ਤ1）。

ʢެ社ʣຊ水ಓڠ会

解આɹ࣌ٸۓରԠのखҾ͖
―ᶃ૬ޓԠԉのҰൠ߲ࣄ―

ਤ 1　地等࣌ٸۓରԠͷखҾ͖（ྩ 2 �݄վగ）

ਤ 2　खҾ͖ͷվగܦҢ
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͍ͯͭʹճͷओͳվగϙΠϯτࠓ　2
今回の改గの主なポイントは、次の3とな
ります（ਤ3）。

ਤ 3　खҾ͖վగͷ主ͳポイント

（1）͔ͭい͢いɾΘ͔Γ͢いࢹͰݟ͠
改గ前の手引きは、被災水道事業体と応ԉ水

道事業体、応急給水と応急෮چの記ड़がࠞࡏし、
࣮務担当者が「どこを読めばྑいのかわかりに
くい」といった構成上の課題がありました。
今回の改గでは、被災水道事業体と応ԉ水道

事業体それͧれのཱで༰の理解が༰қとな
るよう、ষཱてを整理するとともに、報連བྷɾ
応ԉ要ٴび応急給水ɾ応急෮چの֤フΣーズ
における࡞業フローを新たに࡞成するなど、つ
かいすいɾわかりすい༰としました。

（2）Ԡԉ体੍Λਝ͔ͭޮ的ʹߏங͢ΔたΊ
ͷऔみͷՃ
ۙ年の災害で課題となっていた「受ԉ体制の

構築」、「খن事業体のࢧԉのあり方」に対
応するため、被災水道事業体の応ԉ受ೖ体制の
確ཱをࢧԉする「現地調整ୂ」を新設しました。
被災水道事業体は、被害の༗ແ等に関わらず

県ࢧ෦長等に対して必ず連བྷすることを
ϧーϧ化しました。

ͷ৽たͳχーζʹରԠ͢Δ事࣌ࡂ（3）
߲ΛՃ
今の災害対応においては、応急給水ɾ応急ࡢ

෮چ活動に加え、ࢪ設෮چ等に関する技術的助

言のχーズがߴまっており、災害の種ྨに応͡
た༷ʑな技術ࢧԉにるεΩーϜɾ事ྫ等を記
載しました。
また、新たな課題として、域ఀి時におけ
るαϓライチΣーンの確อ、4/4等を௨͡たσ
Ϛの対応などについても新たに記載しました。

3　֤ষͷ֓ཁ
ʲ第1ষ　૬ޓ支ԉͷҰൠ事߲ʳ
（1）खҾ͖ͷҐ置͚（खҾ͖Q�1）
手引きのҐ置付けは、次のとおりن定されて

います。
˔応ԉ要は、本དྷ災害対策ج本๏地方࣏ࣗ
๏等をࠜڌに「長」が「長」に対して行い、
水道事業管理者は「長」のࣔࢦにより行動す
るྲྀれがج本ϧーϧとなる。

˔一方で、水道事業者は日本水道協会のࢧ෦を中
৺とした日ৗ的な連携協ྗ体制を༗している。

˔手引きは、応ԉ要における長と管理者の関
のような地方ެڞ団体෦の関にまでཱͪೖ
るものではなく、会員相ޓの日ৗ的な連携協ྗ
体制をϕーεとした࣮ޮ性のߴい方๏として、
「࣮務者としての水道事業体等が、ฏ時から
行っておくべき事߲を౿まえた上で、現࣮的相
。応ԉに関するϧーϧ」とҐ置付けているޓ

（2）地等࣌ٸۓͷ定 （ٛखҾ͖�主ͳ用ޠͷ定ٛ）
「地震等緊急時」とは、次の事態が発生した
合をいいます。
˔震度5（ऑ）以上の地震。
˔そのଞのࣗવ災害ٴび事故等により大نな
அ水が発生した合。

（3）ใ࿈བྷɾԠԉཁ（खҾ͖Q�2 ʙ 15）
地震等緊急時における報連བྷٴび応ԉ要

は、地方ࢧ෦ٴび県ࢧ෦ɾ地۠協ٞ会（以下、
「県ࢧ෦等」）の組みにͮجき行われます
（ਤ�）。
ਝな初動ࢧԉ応ԉ活動体制の構築のため

には、被災水道事業体による、いͪૣい報連
བྷがॏ要になることから、今回の改గでは、「被
害の༗ແ」、「応ԉ要の༗ແ」に関わらず、必
ず所ଐする県ࢧ෦長等に報連བྷすること
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をϧーϧ化しました。
さらに、連བྷがແい
水道事業体に対しては、
県ࢧ෦長等がࣗら
的にಇきかけ、ۃੵ
報連བྷ体制を確อする
とともに、必要に応͡
て「現地調整ୂ」（改గ
൛より新設）をݣす
るなど、全てのࢧ෦
会員の被災状況がҨ漏
ແく、面的にѲされ
るようにしています。

（�）Ԡԉͷछྨ（खҾ
͖Q��）
日本水道協会による

応ԉの種ྨは、おおΉ
Ͷ次のとおりです。
˔応急給水活動（給水
ंのݣ等）。

˔応急෮چ活動（応急෮چにै事する職員の
。（等ݣ

˔技術ࢧԉ（ࢪ設の෮چ等に関わる技術的助言
に関するࢧԉ等）。

˔応急給水ɾ応急෮چに必要なࢿɾࡐػࢿ等
のఏڙ。

˔そのଞ必要な事߲。

（5）Ԡԉ४උଶ（खҾ͖�Q�12）
ਝな応ԉ活動の࣮ࢪには、ۙྡの水道事業

体による応ԉ४備がॏ要になります。
このため、手引きでは、「被災県ࢧ෦等

の水道事業体は、発災ޙͪに震度等に応͡た
応ԉ४備態を整える」こととしています。
また、ۙ年、地震のみならず、෩水害ɾפ

など༷ʑな災害がස発しているため、今回の改
గでは、ɾ大Ӎɾ大ઇ等において特ผܯ報
が発令されるなどした合にも、ಉ༷の४備態
を整えることを新たにن定しました。
なお、४備が整った水道事業体は、所ଐする

県ࢧ෦長の要にͮجいてग़動することに
なります。

ද 1　Ԡԉ४උଶͷஈ֊۠（खҾ͖ Q�12）

（6）水ಓ給水ରࡦຊ部ͷ設置（खҾ͖Q�16ʙ2�）
発災ޙ、被災水道事業体は、災害対応のشࢦ

໋令ܥ౷を確ཱするため、「水道給水対策本෦」
を設置します。このため、応ԉୂは水道給水対
策本෦のشࢦの下で活動を行うことになります。
水道給水対策本෦の組৫は、災害の種ྨ被

害のఔ度、水道事業体のنなどによって༷ʑ
ですが、手引きでは、ඪ४的な組৫ྫを記載し
ています。

ਤ�　地等࣌ٸۓʹ͓͚Δใ࿈བྷͷྲྀΕ（खҾ͖Q�3）
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ਤ5は、応ԉ水道事業体を౷ׅするװ事応ԉ
水道事業体を設置する合のྫですが、比ֱ的
খنな応ԉ体制の合は、װ事応ԉ水道事業
体を設置しないこともあります。

（�）අ用ෛ୲ͷجຊ的ͳํ͑ߟ（खҾ͖Q�21ʙ3�）
水道事業の財ݯは「受ӹ者ෛ担ݪଇ」による
水道ྉ金であるため、応ԉを行った合のඅ用
ෛ担は、応ԉ水道事業体の受ӹ者のརӹをଛな
わないようにすべきです。
このため、応ԉを行うに当たり、特ผに要す
るඅ用は被災（受ԉ）水道事業体とするのが、
。本的な考え方ですج

（�）࿑ಇࡂ等ͷجຊ的ͳํ͑ߟ（खҾ͖Q�31
ʙ32）
災害時の応急活動は、௨ৗ時とは異なり、࿑
ಇ災害等の発生が懸念されるため、水道事業体
工事事業者の職員は、的確な໋شࢦ令ܥ౷の
構築ݥة予知活動等によりリεクに備える必

要があります。
ສが一、࿑ಇ災害が発生した合の取ѻいは、

次のとおりとなります。

ਤ 5　水ಓ給水ରࡦຊ部ͷ৫ྫ（खҾ͖ Q�2�）
（体Λ設置͢Δྫۀ事Ԡԉ水ಓ事װ）

ද 2　අ用ͷෛ୲۠Ұཡ（खҾ͖ Q�23）
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ʬ水道事業体ʭ
ʓग़ு中のެ務災害としてѻう。
ʓ地方ެ務員災害ิঈ๏のൣғにおいてิঈを
受ける。

ʬ工事事業者ʭ
ʓ࿑ಇ災害ิঈอݥ๏のൣғにおいてิঈを受
ける。
ʓ管ঠの࿑災อݥでカόーしきれない෦分
については、定されるリεクに応͡て民間
のଛ害อݥ会ࣾのอݥ（๏定֎ิঈ߲、
用者ഛঈ責任߲等がೖっているอݥ等）を
ར用することがましい。

ʲ第�ষ　ڭ育ɾ܇࿅ （rखҾ͖Q�13�ʙ1�2）
地震等緊急時における的確な対応には、ฏ時

から職員に手引きの༰をप知徹底するととも
に、定期的な܇࿅等の࣮ࢪにより、職員の教ҭ
を行っておくことがॏ要です。
࿅に当たっては、あらか͡め֤種ϚχϡΞ܇

ϧを整備するとともに、これらのϚχϡΞϧͮج
き、報連བྷ࣮ಇ対応などを܇࿅することに
なります。また、水道事業体での܇࿅の΄か、
一ൠ行෦局、地اݩ業ຢはۙྡの水道事業体
など、関ػ関等との連携をਤり、災害対応の
࣮ޮ性をߴめていくことも༗ޮと考えられます。
ۙ年では、֤地域において地ॅݩ民とも協ಇ

して܇࿅を࣮ࢪする事ྫも૿えてきています。

ʲ第5ষ　ใʳ
（1）ฏৗ࣌ͷใ（खҾ͖Q�1�3 ʙ 1�6）
ฏৗ時の報としては、以下のような༰が
。られます͛ڍ
˔Ոఉでҿྉ水の備を考えた時には、目安
として1人1日当たり3-、࠷3日分の備を
。本とすることج
˔ポリλンクなど、அ水時に必要となる༰ྨث
を४備しておくこと。
˔ॅ所からۙい応急給水ڌの所を確認して
おくこと。
˔応急給水ڌにおける応急給水の方๏などの
ҙ事߲。
˔水道事業体における災害対策の取組みなどの
հ。

とりわけ、発災初期においては、全てのॅ民
に対する十分なҿྉ水のڙ給がࠔな事態も
定されます。このため、ฏ時から水の大さ
災害の備え（備水の確อ等）を報してお
くことがॏ要です。

��ใ（खҾ͖Q�1ͷ࣌ੜൃࡂ（2） ʙ 153）
災害時には、発災とಉ時に、給水ґཔ漏水

の௨報などॅ民からのい合わͤがࡴ౸するた
め、これらのい合わͤにదに対応するとと
もに、࣮態に即した報を行うため、ฏ時から
報ऩ集ɾ発৴のϧーϧをܾめておくことがॏ
要になります。
また、ۙ 年4/4のར用֦大等にい、インλー

ωット上でのσϚྲྀの事ྫが発生しており、
こうした事態はॅ民に不安ࠞཚをདྷすととも
に、ԁな応急活動の大きな͛となるため、
水道事業体は、かに、報ιーεɾ༰の
確認、事業体での報ڞ༗化、ਖ਼しい報の
発৴ɾҙىשを行うことが必要になります。

˞�「応急給水ɾ応急෮چɾ技術ࢧԉฤ（ୈ2ষ、
ୈ3ষ）」の༰については、次号（令3年
7月発行予定）にて掲載を予定しています。
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④札幌市

札ຈࢢ水道ۀࣄの歴史と֓ཁ、
ۙのओཁͳ取組みについて

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

札幌市ਫಓہલڅਫ෦長

࢘ঙ　ࡕ

ཁ֓ۀࣄͱ࢙水ಓͷྺࢢຈࡳ

札幌市の水道は、ত12（1937）年、本市を一
するࢁؠのすそにݐ設されたؠড়水
（ࣸਅ1）から当時の人口の45ˋに当たる9ສ
2ઍ人を対象に௨水したのが࢝まりです。
そのޙ、市の発లにう急な市域֦大
人口૿加などによる水ध要の૿加に対応するた
め、7期の֦ு事業と4次にわたるࢪ設整備事業
に取り組み、現ࡏでは、給水人口19�ສ人、ී
の水道ن99�9ˋにୡする全国でも༗数のٴ
事業に成長しました。

ࣸਅ 1　設࣌ͷؠ浄水（ত 12）

՝͘ר水ಓΛऔΓࢢຈࡳ

ۙ年、全国的に水道事業を取り巻くڥはݫ
しさを૿しており、本市においても水ध要の減
少による給水ऩӹのকདྷ的な減少が見ࠐまれる
中、ত47（1972）年の札幌ౙقΦリンϐックを
ߋなن設の大ࢪに急に֦ுさͤた水道ػܖ
新、地震ɾ߽Ӎなどの災害の対応、水࣭管
理上のリεクܰ減など、さま͟まな課題に取り
組Μでいく必要があります。また、ϕςラン職
員の大نなୀ職にう職員の若ฦり、さらに
は生産年ྸ人口の減少も見ࠐまれる中、多༷な

分の技術ϊϋをܧঝしながら、新たな
る技術にઓしていくとともに、ݐ設産業ग़
団体などとの連携をさらに強化することがॏࢿ
要です。

՝ղܾʹ͚ۙͨ年ͷओཁͳऔΈ

本市ではฏ成27（2�15）年3月に長期的なࢹ
にཱった事業ӡӦ方にͮجき、1�年間にわた
りਐめていく取組みなどの事業ܭըをまとめた
「札幌水道Ϗδϣン」を策定しました。
本Ϗδϣンでは、本市の主要水ݯである๛ฏ

川上ྲྀにおいて、水࣭ѱ化要Ҽとなっているώ
ૉ等をؚΉࣗવ༙水下水ॲ理水をόイύε水
࿏によりന川ড়水の下ྲྀう回ɾ์ྲྀさͤる
๛ฏ川水道水ݯ水࣭อ全事業（ਤ1）に取り組
Ή΄か、経年ྼ化がਐΜでいるড়水の改修
配水管のߋ新、ҩྍػ関ɾࢦ定ආ所（װج）
かう配水管の耐震化、װج配水から配水
۠域までをつな͙配水װઢの連ଓ耐震化、
応急対策の強化のための緊急ःஅหの整備など
の事業をܭը的かつޮ的にਪਐしています。
そのような中、令2（2�2�）年3月には、ܭը

期間のޙ期をܴえるに当たり、取組み結果の
検ূとこれまでの事業のਐ状況を౿まえ、ε
έδϡーϧࢦඪの改定を行いました。特に、
ฏ成3�（2�18）年に発生した海道ৼ東෦地震
による全市的なఀి大نஅ水、ۙ年、全国
֤地で発生している෩߽Ӎなどの水害と
いった災害の経ݧ教܇を今回のϏδϣン改定
に活かし、ࢪ策としてりࠐΜでおります。

ͷ՝ɺల։ޙࠓ

本市の給水ऩӹは、新ܕコロナイϧε感染
症の影響により、若干の減少となり、令3

シリーズ
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（2�21）年度もಉ༷と見ࠐΜでいますが、ܭը௨
り事業をਐめていきます。কདྷにけては、今
ࢪ、新期を見ਾえߋنの水ध要の減少大ޙ
設نのదਖ਼化、ޮ的なࢪ設ӡ用にめてい

くとともに、「札幌水道Ϗδϣン」のج本理念で
ある「ར用者のࢹにཱつ」ことを念頭に置き、
引きଓき、強ਟかつ࣋ଓ可能な水道の࣮現に
けた取組みを࣮ࢪしていきます。

1　͡Ίʹ

札幌市水道局では、安全でྑ࣭な水道水をར
用者のօ༷におಧけするため、札幌水道Ϗδϣ
ン（2�15�2�24）に「খنஷ水૧水道給水装
置工事のదな管理のࢧԉ」を主要事業の1つ
として掲͛ています。
今回は、ۙ年に発生した大ن地震の経ݧを

もとに࢝めた取組みもؚめ、いくつかの事業を
հさͤていただきます。

2　令和3年څ水ஔʹؔ࿈͢Δۀࣄ

（1）খنஷ水૧水ಓӴੜ管理վળࢦಋۀ
管理ٛ務が๏的に定められていない༗ޮ༰ྔ

1�ὗ以下のখنஷ水૧水道のࢪ設を対象とし
て、不దな管理による水࣭Ԛ染事故等をະવ
にࢭすることを目的とし、管理状況の調査、
。び助言などを行っていますٴಋࢦ
本業務は（一財）さっΆΖ水道αーϏε協会

に委ୗしており、全市のখنஷ水૧水道ࢪ設
に対し、ஷ水૧検のҊจ書とӴ生管理に関
するύンフレット（ࣸਅ1）送付、อ健所と

シリーズ 札ຈࢢに͓ る͚څ水ஔにؔ る͢
施策について

札幌市ਫಓڅہਫ෦ਫ୲෦長

佐ʑ　ਅҰ

ਤ 1　๛ฏ川水ಓ水ݯ水࣭อશ事ۀ
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連携して๚調査等を行っています。
現ࡏは5年を1प期として市全数を対象に࣮
しており、令3（2�21）年度は1,4��݅の調ࢪ
査ɾࢦಋを行う予定です。

（2）給水装置立ೖௐࠪۀ
給水管ɾ給水用۩の管理不徹底、ݥةなༀ
等を用しているࢪ設でのޡ接ଓなどによる
水࣭事故を͗、水道水の安全を確อするため、
水道用状況ٴび給水装置の構ɾ࣭ࡐについ
てཱೖ調査を行っています（ࣸਅ2）。

ฏ成24（2�12）年度から、ༀ、ચࡎ等を用
しているクリーχンά業、ࣸਅɾ印業、Ψι
リンελンυ業、৯加工業、మ߯業、
業ɾச産業、༼業ɾੴ加工業、そのଞ加
工業ٴびҪ水等ซ用ࢪ設を対象とした3,���݅
の調査を開࢝しています。
これまでにΨιリンελンυ業、クリーχンά
業のཱೖ調査をྃし、令（2�19）ݩ年度で
は1,373݅のࢪ設のཱೖ調査をྃしました。
令3（2�21）年度は、ฏ成29（2�17）年度から

ॏ的に行っているҪ水等ซ用ࢪ設の調査を
してྃଓして行う予定です。また、調査をܧ
いない業態（ࣸਅɾ印業、৯加工業等）
に対しても、దな給水装置の管理をଅすܒ発
จ書の送付も行っています。

3　ۙ年ͷओͳτϐοΫε

ʹ৽੍ͷಋೖߋ者੍ͷۀ定工事事ࢦ�（1）
ΔରԠ

札幌市では、ߋ新制度ಋೖにࡍし、事業者ご
とにߋ新受付期間をࢦ定し、ฏ४化した上で༣
送にて௨知することで、૭口のࠞࡶをආけ、所

ࣸਅ 1　Ӵੜ管理ʹ関͢Δύンϑレοト

ࣸਅ 2　立ೖௐࠪͷ༷ࢠ
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要時間の減をਤっています。また、ߋ新期ݶ
日がഭっている事業者には、期ݶ日の2か月
前に༣送にて࠶௨知し、さらに期ݶ日が2ʙ
3ि間前にഭった事業者にはݸผにి対応を
行う、2ஈ֊の確認体制を組Ήことで、ߋ新制
度を知らないことによるࣦޮを͙よう、事業
者ೖ念な確認を行っています。

（2）�給水装置ۀʹ͓͚Δ৽ܕίϩナΟϧス
いͯͭʹࡦରࢭછײ

本市の行手ଓྫにͮجき、ඪ४ॲ理期間
を工種ごとに定めていますが、αーϏε上の
などから、ਃ当日の受付時間に受付؍
ྃとする即日৹査をج本としていました。
しかし、ਃ༰の確認がऴྃするまでは、
ਃࠐ者の代理人である事業者とは一定時間対面
する状況でありました。また、ਃ༰によっ
ては確認に時間を要する合もあるため、དྷ庁
状況により、待ͪ人数が多くなり、૭口पลで
人がີ集するڥになっていました。
このことから、本市ではདྷ庁者ٴび水道局職
員の感染予をਤる目的として、令2（2�2�）
年4月よりඪ४ॲ理期間をద用する「༬かり৹
査」をಋೖしました。受付までのྲྀれは、事業
者が所定のϘックεにਃ関書ྨをߘし、
ඪ४ॲ理期間に༰確認を行い、給水装置工
事のਃを受け付けるものとしました。これに
より、དྷ庁者のࡏ時間のॖ対面するػ会
が大෯に減少し、感染予にܨがっていると感
͡ています。
一方、ਃから検査手数ྉࢧいまでのདྷ庁

回数が2回ఔ度であったものが「༬かり৹査」の
ಋೖにより3回ఔ度となり、事業者にとってෛ担
が生͡ている状況であることから、ਃ書ྨのఏ
ग़方๏について、ෛ担ܰ減αーϏε上の検討
もਐめていかなければならないと考えています。

（3）�ఀ 動׆ใͰར用Մ能ͳ給水用۩ͷ࣌ి
ʹͭいͯ

ฏ成3�（2�18）年9月�日に発生した海道ৼ
東෦地震では、市全域で長時間のఀిが発生
したため、配水管はஅ水していないにも関わら
ず、給水のためにポンϓを用している「受水
૧方ࣜ」のݐと、「結加ѹ方ࣜ」のݐのߴ
֊は、給水不可能となる事象が発生しました。
この時、ఀిしたࡍも、ࣗのݐのポンϓ

上ྲྀଆで水道管の水ѹだけで給水できる合が
あることを多くのར用者が知らず、給水所まで
水を求めてってདྷる人がࢄ見されました。こ
の経ݧをもとに、中ߴのݐॅډ者等に対し
て、ఀి時でもར用可能な給水用۩に関する
報活動を࣮ࢪすることとしました。
令（2�19）ݩ年9月から12,���݅の対象ݐ

のリーフレット（ࣸਅ3）送付を開࢝して
おり、要があれば水道局職員が現地にग़く
こととしています。そのଞにも、札幌市の報
ϗーϜϖーδの掲載、地下మ24Ӻの掲ࣔࢽ
൘のポελー掲ࣔ、報ラδΦのग़ԋ等の
活動を行っています。
令3（2�21）年度は、上記の活動をܧଓ的に

行い、さらに多くのར用者प知をਤっていく
予定です。

ࣸਅ ͷ給水ํ๏ʹͭいͯͷリーϑレοト࣌ిఀ　3
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͠ࢪ࣮ͯ͠ܞಉ߹ͱ࿈ڠۀࣄ�　4
͍ͯΔࡦࢪʹ͍ͭͯ

（1）地Ҭີணܕイϕントͷڞಉ࣮ࢪʹͭいͯ
令（2�19）ݩ年1�月に札幌市東۠ݩ町地۠に

ある連合町会とڞ催で地域ີணܕイϕントを
には、災害対策をςーϚとした水道ࡍしたࢪ࣮
局職員によるग़前講࠲の࣮ࢪの΄か、応急給水
体ݧύωϧలࣔを࣮ࢪしました（ࣸਅ�）。
また、札幌市管工事業協ಉ組合（以下、札管

協という）にも「水まわり相ஊ会」のϒーεを
ग़してもらい、ݫౙ期にけて水ൈき方๏の࣮
ԋ凍結修理、Ոఉの給水装置修理に関する市
民の相ஊにるなど、日頃ٙに感͡ているこ
とを解ܾするوॏなとすることができました
（ࣸਅ5）。
令2（2�2�）年度は、新ܕコロナΟϧε感

染֦大ࢭの؍からイϕント開催はできまͤ
Μでしたが、今ޙもこのような取組みをܧଓし
ていきたいと考えています。

ࣸਅ �　水ಓہʹΑΔग़લ࠲ߨ

ࣸਅ ΑΔʮ水まΘΓ૬談会ʯʹڠ管ࡳ　5

（2）ดி࣌ʹ͓͚Δౚ݁ʹΔରԠ
札幌市水道局では、閉庁時における水道ࢪ設

の事故等のਝな初期対応応急ॲ置等を行
うため、ࢦ定給水装置工事事業者（以下、ࢦ定
業者という）1��者で組৫している札管協に、
「॓日対応業務」を委ୗしています。
本業務は4月1日からཌ年3月31日までの௨年

業務となっており、このうͪ12月1日からཌ年
3月15日までの間を「ౙ期修સ体制期間」とし、
水道メーλー上ྲྀଆの凍結確認、水道メー
λー凍結時の؆қな解ණ࡞業、凍結した水道
メーλーの取ସにう新たな水道メーλーのࢧ
給対応も行っています。
本市ではྫ年פによる水道凍結で多数の

い合わͤを受けており、配管の凍結水ൈ
き方๏に関するもののଞ、水道メーλーの凍結
に関するい合わͤも多くͤدられています。
水道メーλーの凍結は開庁時であれば、ࢦ定

業者からఏग़された水道メーλーࢧ給ਃࠐ書を
水道局職員で確認し水道メーλーをࢧ給してい
ますが、閉庁時においては水道局職員が不ࡏと
なっていますので、あらか͡め札管協の॓日
にି༩しอ管している水道メーλーをࢦ定業者
にࢧ給することで対応しています。
また、令2（2�2�）年度は年年࢝のפに

より給水管凍結にう配管の漏水も多発し
ており、集合ॅではଞの֊にも影響がग़る
合もあるため、状況に応͡現地にग़動し、ࢭ水
ખを閉ખするなどの対応を取り、ཌ開庁日に地
۠担当の෦ॺに引͗ܧをしています。
このように、閉庁時にྫྷפ地特༗の事故が発

生した合でも、札管協による対応でお٬༷
の被害をখさくできる今の体制を、今ޙもܧଓ
していきたいと思います。
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④札幌市

札管協の歴史と取組み、水道局と
連携して実施している施策について

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

札幌市管工事業協同組合理事長

佐藤　安幸

ͱ֓ཁ࢙ͷྺڠࡳ　1

札幌市管工事業協ಉ組合（札管協）は、ڞࢲ
前の札幌市水道工事業協会を経て、ত48
（1973）年に札幌市水道工事業協ಉ組合として設
ཱされ、ত�2（1987）年に現ࡏの໊শに変ߋし、
令5（2�23）年には設ཱຬ5�प年をܴえる組
৫であります。その間、ฏ成13（2��1）年には
、可、官ެधద֨組合のূ明を取ಘしてڐ設業ݐ
現ࡏはく札幌水道の緊急のҡ࣋管理業務に携
わっております。
組合員数はฏ成のは͡めには35�ࣾになっ

た時期があったようですが、水道๏改ਖ਼により
水道業者のӦ業ൣғ、Ӧ業活動が多種多༷に
なったこと、ฏ成のόϒϧ่յ、リーϚン
シϣック等のؾܠの、また、ೖ札制度が大
きく変化してきたことなど、ࣾ会ڥが大きく
変ભしていくことで、ঃʑに組合員数も減り現
は1��ࣾとなっております。この業者数のਪࡏ
Ҡをみると࠷期の減でありますが、ࢲは現
の組合員は組合員であることに大きなメリッࡏ
トを感͡、また、ฏ成の不安定なࣾ会変化を生
きൈいてきた強い組合員であると思っておりま
す。それ΄ど大きな不安はありまͤΜ。
組合員は水道本管工事主体、ݐ築設備工事主

体、ॅ設備工事主体、修સɾリフΥーϜ主体、
官ެ庁工事主体、民間工事主体といった業者が
しております。札幌市水道局発の緊急ҡࡏࠞ
管理業務を主事業として、会ࣾ事業のための࣋
֤種講श会、֨ࢿ取ಘのための講श会、工業ߴ
業քの、ࢪ生に対するインλーンシッϓの࣮ߍ
市民1Rイϕント、組合員࠙のための福རް
生事業等ʑそれͧれがメリットを感͡ることが
できる事業を行っております。

（ެ財）給水工事技術ৼڵ財団の配管技能検定
も海道地۠はڞࢲが࣮ಇ෦ୂとして、会の
設定、ӡӦを毎年行っております。4月になる
と当組合事務所前にも࿅श用のரమ管が組ཱて
られ受ݧ者が࿅शをしにདྷるようになり、これ
は当組合にとってय़の෩ࢻ的な行事となって
おります。今一൪うれしいのは毎年数ࣾではあ
りますが、新نにೖ会してくれる会ࣾがあるこ
とであります。執行෦としてこれらのօさΜの
期待に応えるべくྗしていかなければならな
いと感͡ております。

ͷऔΈڠࡳ　2

（1）߹事ۀ
当組合の主要事業として、札幌市水道局から

給配水管ҡ࣋管理業務ٴびஷଂ管理等業務を
受ୗしています。給配水管ҡ࣋管理業務では、
札幌市水道局の閉庁時に発生した水道ࢪ設の事
故のਝな初期対応ٴび応急ા置等を行うと
ともに、給配水管のެ道漏水の෮چなどの緊急
対応を行っています。市民からの水道に関する
相ஊのి対応ٴび現地調査、ެ道෦分ٴび

ࣸਅ 1　߹会館
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地（水道メーλー上ྲྀまで）の水道管の漏
水等の修理について、ܖ組合員とڞಉで࣮ࢪ
しています。
ஷଂ管理等業務では、ஷଂ水道ࡐࢿのݿࡏ
管理ٴびԁなೖग़ݿを行うとともに、工事の
ਐ状況に合わͤたध給調整を行っています。
また、ฏ成18（2���）年度には、札幌市民が
に水まわりのことを相ஊできる૭口としܰؾ
て、お٬༷からの水まわりの相ஊを年中ແٳɾ
24時間受付する「札管協修સセンλー」を開設
し、お٬༷から水まわりの修સґཔがདྷた合
は、ొ組合員֤ࣾで対応しています。組合員
がٳみとなる年年࢝には、修સセンλーで当
൪体制を組み、お٬༷からの凍結修સґཔにも
対応しています。

（2）֤छߨश会ٴͼརްੜ事ۀͷ࣮ࢪ
組合員の事業に関する経Ӧٴび技術の改ળ
上、組合事業に関する知識のීٴをਤるための
教ҭٴび報のఏڙとして、֤種講श会を毎年
開催しています。経Ӧ者ฒびに現責任者を対
象とした「現代理人࣮ફ研修会」ٴび「࿑ಇ
安全研修会」では、毎年、水道局に講ࢣをґཔ
して講ԋを行ってもらっています。ࢦ定給水装
置工事事業者のࢦ定の要݅である給水装置工事
主任技術者ݧࢼの受検४備講श会では、当組合
の੨年෦が講ࢣを務めており、受講者のݧࢼ合
֨が全国ฏۉを上回る成果を上͛ています。
また、福རް生事業として、Ϙリンά大会
等のກ行事を開催し、組合員のກをਂめる
とともに、組合員のै業員を対象とした健߁
அも࣮ࢪしています。

令2（2�2�）年度は、コロナՒにおいて、
大人数がࢀ加する講श会の開催がしかったこ
とから、Φンラインでの講श会開催にも取り組
Μでいます（ࣸਅ2）。

（3）市ຽ 13イϕント
管工事業քの1R活動の一として、ฏ成15

（2��3）年度から、市民に給水装置の凍結ࢭ
؆୯な修理方๏等を会ಘしてもらうための「水
道凍結࡞ࢭઓ」を水道局の協ࢍをಘて毎年開
催しています（ࣸਅ3）。また、ฏ成2�（2�14）
年度からは凍結࡞ࢭઓとಉ日に、市民に設備
関のলエωϧΪーٴびエコライフをհする
「くらしのলエωαポート」を開催し、く
札幌市民の1R活動を行っています（ࣸਅ�）。
令2（2�2�）年度は、新ܕコロナイϧε

感染症の感染֦大ࢭをؑみ、市民1Rイϕン
トは中ࢭとなりましたが、コロナՒがऩଋした
ら市民1R活動の࠶開を予定しています。

ࣸਅ 2　現理ਓ࣮ફ研修会（オンライン։࠵）

ࣸਅ 3　水ಓౚ݁࡞ࢭઓ

ࣸਅ �　͘Β͠ͷলエωαポート
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（�）インターンγοϓͷ࣮ࢪ
若手人ࡐのҭ成ɾ確อの一として、ฏ成27

（2�15）年度から市工業ܥのߍߴ生を対象とし
たインλーンシッϓを࣮ࢪしています。イン
λーンシッϓでは、配水用ポリエチレンύイϓ
シεςϜ協会の協ྗをಘて、配水管ٴび給水管
の配管࣮技の講शを࣮ࢪするとともに、組合員
֤ࣾにおいてब業体ݧを࣮ࢪしています
（ࣸਅ5、ࣸਅ6）。
ࢪの当初は、ড়水の見学等、水道関ࢪ࣮
設見学が中৺の༰でありましたが、毎年、࣮
となりࣜܗࢪの࣮ࡏ༰の見しを行い、現ࢪ
ました。一ࡢ年からインλーンシッϓを受けೖ
れした組合員学生がೖࣾするなど、学ߍのઌ
生ٴび学生にも管工事業քの認知度がঃʑに上
がってきていると考えています。

ࣸਅ 5　インターンγοϓ（配管࣮技ͷߨश）

ࣸਅ 6　インターンγοϓ（बۀ体ݧ）

3　�水ಓہͱ࿈͍ͯ͠ࢪ࣮ͯ͠ܞΔࡦࢪ
ʹ͍ͭͯ

当組合では、前ड़のとおり、水道局から॓日
業務を受ୗし、間ɾٳ日の市民の֤種相ஊ
の૭口としてのׂを担うのはもとより、漏水
事故等の発生時には、現地調査൝が現地にग़
き、その影響度初期対応をஅし、これらを
౿まえた修理ɾ修સ等を行う組合員をબ定し、
水道局と連携して修理ɾ෮چの対応をਝかつ
ద֨に行うことが、当組合の໋と認識して
日ʑ活動しています。
ฏ成2�（2��8）年3月にはこれまでの取組み

をૅに、水道局と「災害時等における水道の応
急活動に関する協定書」をక結し、ػة管理体
制のさらなる連携を強化しています。
水道局ではྫ年、事故災害時を定して、

設ࢪびӡൖ給水ٴ設（緊急ஷ水૧）ࢪ給水ڌ
（緊急ःஅห付き配水）の現地説明会を開催し
ており、この説明会に組合員֤ࣾがࢀ加して、

ࣸਅ 現地આ໌会（ஷ水૧ٸۓ）設ࢪ給水ڌ　�

ࣸਅ ࿅܇ࡂຈ市૯߹ࡳ　�
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災害時の応急給水活動がԁに行えるよう、水
道局ٴび市民との連携を確認しています
（ࣸਅ�）。また、札幌市の૯合災܇࿅にもࢀ
加し、札幌市水道局と連携をとりながら、地震
によりഁյɾఀࢭした水道のライフラインを
定した応急෮چ活動を࣮ફ的に܇࿅しています
（ࣸਅ�）。
ฏ成3�（2�18）年9月�日に発生した、ৼ

東෦地震では、上記協定にͮجき、札幌市水道
局からの要を受け、札幌市で発生した大ن
なஅ水に対応するため、市�Օ所で応急給
水活動を࣮ࢪするとともに、地震の被害がਙ大
であったްਅ町応急෮چ൝をݣしました
（ࣸਅ�、ࣸਅ1�）。ฏ成23（2�11）年に発生し
た東日本大震災、ฏ成28（2�1�）年に発生した
熊本地震においても札幌市水道局の要を受
け、応急෮چ൝を現地にݣしています。

ͷ՝ޙࠓ　4

コロナՒの中、組合員の連携連ଳをਂめる
取組みは感染リεクの減をਤるため、中ࢭ
延期となったものが多くあり、今ޙにけては
ଘの事業にさま͟まな工見しが求めらط
れます。一方で、ࣾ会生活をࢧえるエッセン
シϟϧワーカーとしての໋と責任を改めて感
͡たػ会になったと思います。
また、今年の年年࢝の札幌はඇৗに強いפ

がೖり、࠷ؾԹがʵ1�ˆ以下の日が7ʙ 8
日ଓきました。まだੵઇもそれ΄どなく、水道
凍結には࠷ѱの݅でした。当વ、市民から当
組合の修સセンλーのґཔもࡴ౸し、年年
みの中、多くの組合員が対応に当たりまٳの࢝
したが、それͧれの組合員も接のお٬༷から
のґཔもあり、中ʑ思うようにॲ理できず、結
果的に数日おͪ࣋いただいたお٬༷もいらっ
しΌったようであります。組合員でありながら
会ࣾもある中での対応は会ࣾのお٬༷が༏ઌさ
れるのはகし方ないことであります。今ޙはこ
ういった対応をؚめて、確࣮な市民αーϏεが
行える組৫ӡӦの構築が当組合の課題となって
いくと考えています。

ࣸਅ �　ৼ東部地ʹ͏Ԡٸ給水׆動（ࡳຈ市）

ࣸਅ 1�　ৼ東部地ʹ͏Ԡٸ෮׆چ動（ްਅ町）
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1ɽ͡Ίʹ
用は、人間の生理現象における水ݐ

活動にいແ࡞ҝ（ランμϜ）に生͡る。この
ように変動する給水ྔ、すなわͪෛՙを対象と
する給水設備の設ܭにおいては、ෛՙ変動を予
してڐ༰できるݶ度を見定めた上でシεςϜ
を構築する。
給水ෛՙの変動を予ଌする給水ෛՙࢉ定๏を

記した設ࢿܭྉは、（ެࣾ）ۭؾ調ɾӴ生工学
会֨نの給ഉ水Ӵ生設備ن४ɾಉ解説（以下、
「4)"4&�42��」）ศ覧、国ަ௨লによるݐ
築設備設جܭ४、֤水道事業体の設ࢦܭと
いった۩合に多種多༷である。しかしながら、
ඇॅ用్では、4)"4&�42��がいずれの設ܭ
とされてݙ考จࢀྉにおいても४用もしくはࢿ
いることが多い状況にある。その4)"4&�42��
が2�19年に1�年Ϳりに改గされ、給水ෛՙࢉ定
๏についても一෦見された。そのৄࡉについ

てはୈ3回「ॠ時給水ྔ」で解説することとし、
ୈ1回である本報では、૯として給水ෛՙの種
ྨ目的を明確としてࢉ定๏を体ܥ的に整理す
るとともに、現ࡏの給水ෛՙࢉ定๏が๊える課
題について۩体的なࢉ定結果を用いて解説する。

2ɽڅ水ෛՙͷछྨͱઃܭཁૉ
2ɽ1　給水ෛՙͷछྨ
給水シεςϜは水ݯから水用ثػに水をӴ

生的にڙ給するׂを担っており、シεςϜの
、をܾ定するためにܘ管（水૧ɾポンϓ）ثػ
用状態をྔ的に予したものをの水のݐ
給水ෛՙもしくは予給水ྔ（以下、「給水ෛ
ՙ」）という。給水ෛՙの種ྨをද1にࣔす。給
水ෛՙのうͪ日用ྔ┕┨ʦ-�Eʧは、給水シε
ςϜにおいて1日24時間にݐɾෑ地で用
される水の૯ྔをいう。時間ฏۉ給水ྔ┕┬⓱┥┺┩
ʦ-�hʧは、1日の用ྔ┕┨をその大෦分が用
される時間┘で除した水ྔで、1時間当たりの

ఆ๏ࢉਫෛՙのڅ

光永威彦（明治大学）　　
藤村和也（三菱地所設計）
坂上恭助（前 明治大学）  

ୈ�ճɹڅਫෛՙͱڅਫෛՙࢉఆ๏

本講座は「給水負荷の算定法」について4回シリーズで概説する。第1回は「給水負荷と給
水負荷算定法」、第2回は「日給水量と時間給水量」、第3回は「瞬時給水量」、第4回は「新
しい給水負荷算定法」について述べる。
第1回は、総論として給水負荷にはどのような種類があり、給水システムを構成する機器や
配管がどのように決定されるか、また、給水負荷算定法の種類と特徴を概説する。特に給水負荷
算定法は、文献や建物用途などにより様々な算定法が示されていることから、それらを整理する
とともに、現在の給水負荷算定法が抱える課題について、具体的な算定結果を用いて解説する。
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ฏۉ的な給水ྔをいう。時間࠷大給水ྔ┕┬⓱┱┥┼
ʦ-�hʧは、1日のうͪで࠷も水が用される1
時間当たり給水ྔをいう。ॠ時࠷大給水ྔ┕┴
ʦ-�NiOʧは、ॠ間的に࠷大となる給水ྔをいう。
なお、このlॠ時zの時間長さの定ٛは明確では
ないが、給水ෛՙ変動はඵ୯Ґで変化すること
から、数ඵ間と考えるのがద当である。

ද 1　給水ෛՙͷछྨ

なお、2�14年にࢪ行された「Ӎ水のར用のਪ
ਐに関する๏（௨শɿӍ水（あまみず）๏）」

などをഎܠに、Ӎ水などのࡶ用水をݐで
用することがਪਐされており、ۙ年では一定ن
以上のݐになると、水用ثػに求められ
る水࣭に応͡て、給水ܥ౷を上水とࡶ用水に分
けることが一ൠ的になっている。またقઅ
の༰ྔによってෛՙが大きく異なるۭ調ثػݯ
用水（加࣪用、ྫྷ٫用）を୯ಠの給水ܥ౷とす
ることもある。上水、ࡶ用水、ۭ調用水など֤
౷ごとに給ܥ、౷の給水ෛՙ特性をѲしてܥ
水ෛՙをࢉ定する必要がある。

2ɽ2　給水γスςϜͷߏཁૉとܾ定Ҽࢠ
ここでは、給水シεςϜのثػ༰ྔ管ܾܘ

定に用いられる給水ෛՙの代ද的な考え方を説
明する。水道結૿ѹ方ࣜとߴ置水૧方ࣜをྫ
にして給水方ࣜの構成要ૉごとの給水ෛՙ変動
とܾ定Ҽࢠおよび方๏についてද2にࣔす。

ද 2　給水ํࣜͷߏཁૉ͝とͷ給水ෛՙม動とܾ定Ҽࢠ

ʦ"ʧ

ʦ-�NiOʧ

ʦ"ʧ

ʦ-�NiOʧ

ʦ"ʧ

ʦN3ʧ

ʦ"ʧ

ʦN3ʧ

ʦ"ʧ
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（1）水ಓ݁૿ѹํࣜ
水道結૿ѹ方ࣜは、水道本管（配水管）か
ら水૧をհさずに接水用ثػ給水する方
ࣜであり、上ྲྀଆから主に水道引ࠐみ管、૿ѹ
給水ポンϓ、給水管で構成される。その管ܘは
管のྲྀྔのうͪ࠷大となるॠ時値により、ポ
ンϓは送水すべき࠷大となるྲྀྔによりܾ定す
る。そのため、ᶃ水道引ࠐみ管の管ܘ、ᶄ૿ѹ
給水ポンϓの送水ྔ、ᶅ給水管の管ܘのܾ定に
はいずれもॠ間的な給水ྔの࠷大値、すなわͪ
ॠ時࠷大給水ྔ┕┴を用いる。

（2）高置水૧ํࣜ
み管などにより水ࠐ置水૧方ࣜは、水道引ߴ

を一時的に受水૧ஷ水し、ߴ置水૧༲水ポ
ンϓにより༲水することにより、ߴ置水૧から
ॏྗによってݐの水用ثػ給水する方
ࣜである。上ྲྀଆから主に水道引ࠐみ管、受水
૧、༲水ポンϓ、༲水管、ߴ置水૧、給水管で
構成される。一ൠにᶇ受水૧のஷ水ྔは1日
用ྔ┕┨の4�ʙ��ˋとなるようにܭըする。これ
は1日2回ఔ度、受水૧の水を॥さͤること
により、ཹԘૉೱ度をอつことを目的として
いる。ᶆ水道引ࠐみ管からの給水ྔは受水૧
の水がׇރしないようにܾ定する必要がある
が、受水૧のஷ水ྔは多ྔであることから、
時間をかけてஷ水することがڐ༰されるため、
時間ฏۉ給水ྔ┕┬⓱┥┺┩を用いて管ܾܘ定する。
ᶊߴ置水૧はॏྗにより水用ثػに給水す
ることが࠷たる目的であることから、ߴ置水૧
のஷ水ྔはそれに必要な࠷খݶの༰ྔでよい。
そのため、一ൠ的に時間ฏۉ給水ྔ┕┬⓱┥┺┩の1時
間分の༰ྔとすることが多く、ᶈ༲水ポンϓٴ
びᶉ༲水管はߴ置水૧のஷཹ水が減水しす͗
ないように、時間࠷大給水ྔ┕┬⓱┱┥┼を用いてܾ
定する。ᶋ給水管の管ܘは水用行ҝに接給
水するため、水道結૿ѹ方ࣜのᶃʙᶅとಉ༷
にॠ時࠷大給水ྔ┕┴によりܾ定する。
給水シεςϜを構成する水૧のஷ水ྔ配管

の管ܘは、前ड़のように֤所のෛՙ変動に相応
した給水ෛՙを用いてܾ定している。これらܾ
定๏のݯىは明確ではないが、19�5年に発行さ
れたۭؾ調ɾӴ生設備の࣮務の知識1）の初൛

にはすでに掲載されており、��年以上にわたっ
て設備設ܭ者にར用されてきた手๏といえる。

3ɽڅ水ෛՙࢉఆ๏
3ɽ1　給水ෛՙࢉ定๏ͷ֓ཁ
給水設備の༰ྔܾ定に用いられる給水ෛՙの
調ɾӴ生工学会による༷ʑなؾ定๏は主にۭࢉ
技術จ2ݙ）ʙ 4）（以下、「4)"4&จݙ」）、国
ަ௨লによるݐ築設備設جܭ४5）などのจݙに
記載がある。また、給水工事技術ৼڵ財団による
給水装置工事技術ࢦ�）においても、水道引ࠐ
み管の管ܾܘ定等のための給水ෛՙࢉ定๏が記
載されている。また、ۙ年では、ݐの水用
行ҝをシϛϡレートしてॠ時時間ෛՙを経時的
に予ଌする動的給水給౬ෛՙࢉ定๏がఏҊされ
ている。֤ࢉ定๏のৄࡉはࡶであるため次
回以降で解説することとし、ここでは、前ड़の֤
จݙの給水ෛՙࢉ定๏の種ྨとࢉ定ࣜの考え方
について֓説し、จݙによる相違を明ࣔする。

3ɽ2　給水ྔ┕┨
日給水ྔのࢉ定には、ࣜ（1）にࣔすように、
設ܭ用の୯Ґ給水ྔにݐの定ؗࡏ人員数
定する方๏（以下、「人員๏」）ࢉ面ੵを͡てݐ
が用いられている。一ྫとして、設ܭ用の୯Ґ
給水ྔのൈਮ7）ɼ8）をද3にࣔす。4)"4&จݙ、
४ともにಉ༷の୯Ґ給水ྔが記جܭ築設備設ݐ
載されている。これはݐ築設備設جܭ४が
4)"4&จݙの୯Ґ給水ྔを引用しているためで
ある。しかしながら、事務所など4)"4&จݙ
とは異なる୯Ґ給水ྔが࠾用7）されている用్
もあり、จݙによってࢉ定値に差異がみられる
という題がある。ここでは、ಉ༷なࢉ定๏で
あってもจݙにより設定値等に差異がある合、
ݐ、調ɾӴ生工学会による合は「学会」ؾۭ
築設備設جܭ४による合は「国」のུশを用
いて۠ผする。
なお、受水૧方ࣜのܭը水ྔをࢉ定する方๏

として、日給水ྔのෛՙࢉ定๏が֤水道事業者
のΨイυラインに記載されている合もあり、
そのࢉ定๏は給水装置工事技術ࢦより引用さ
れているが、給水装置工事技術ࢦでは4)"4&
จݙのࢉ定๏を引用しているので、結局のとこ
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Ζ、多くの水道事業体では4)"4&จݙの人員
๏が引用されている状況となっている。
┕┨ʹ┒ɾ┵┨�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜ（1）

ここに、
┕┨ɿ日給水ྔʦ-�Eʧ
┒ɿ人数、面ੵなど
┵┨ɿ୯Ґ給水ྔʦ-�（人ɾE）ʧ、ʦ-�（ᶷɾE）ʧ

3ɽ3　ؒ࣌ฏۉ給水ྔ┕┬⓱┥┺┩
時間ฏۉ給水ྔは、ࣜ（2）にࣔすように、

日給水ྔをその大෦分が用される時間（以下、
「ฏۉ用時間」）で除してࢉ定する方๏が主に
用いられている9）ɼ1�）。ฏۉ用時間はݪଇ、ද2
等のจݙにࣔされている値によることとなる
が、定めのない用్に関しては࣮況に応͡て設
用時間も୯Ґ給ۉ者が設定する。また、ฏܭ
水ྔとಉ༷にจݙによって値が異なるという課
題がある。

┕┬⓱┥┺┩ʹ
┕┨
┘
� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜ（2）

ここに、
┕┬⓱┥┺┩ɿ時間ฏۉ給水ྔʦ-�hʧ
┕┨ɿ日給水ྔʦ-�Eʧ
┘ɿฏۉ用時間ʦh�Eʧ

3ɽ�　࠷ؒ࣌大給水ྔ┕┬⓱┱┥┼
4)"4&จݙでは、時間࠷大給水ྔはࣜ（3）

にࣔすように、時間ฏۉ給水ྔに数を͡て
ܭ築設備設ݐ。定する方๏が記載されているࢉ
大࠷用しているが、時間࠾४もಉ༷の方๏をج
給水ྔに変するための数には、௨ৗは2��
を࠾用するࢫが明記されている。

┕┬⓱┱┥┼ʹ┏1ɾ┕┬⓱┥┺┩�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜ（3）
ここに、
┕┬⓱┱┥┼ɿ時間࠷大給水ྔʦ-�hʧ
┏1ɿ┕┬⓱┱┥┼の┕┬⓱┥┺┩に対するׂ合（�1�5ʙ2 ��）
┕┬⓱┥┺┩ɿ時間ฏۉ給水ྔʦ-�hʧ

また、ݐ築設備設جܭ४ではこのような人員
๏によるࢉ定がࠔな合は、 （ࣜ�）ʙ（6）にࣔ
すような、Ӵ生ث۩ごとに定められたث۩種ผ
ごとの用水ྔと1時間当たりの用回数を
͡てੵみ上͛ることにより時間࠷大給水ྔを求
め、それを数で除して時間ฏۉ給水ྔをಘる
。（も記載されている11（「๏۩ث」、以下）定๏ࢉ

┵┬⓱┱┥┼ʹ┵ɾ┲ɾ┒� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜ（4）
ここに、
┵┬⓱┱┥┼ɿث۩種ผごとの時間࠷大給水ྔʦ-�hʧ
┵ɿث۩種ผごとの1回当たりの用水ྔʦ-�
（回ɾݸ）ʧ
┲ɿث۩種ผに対応した1時間当たり用回数の
大値ʦ回�hʧ࠷

┒ɿث۩種ผごとのث۩数ʦݸʧ

┕┬⓱┱┥┼ⓤʹ┵┬⓱┱┥┼1�┵┬⓱┱┥┼2�ʜ� ʜʜʜʜʜ ࣜ（5）
ここに、
┕┬⓱┱┥┼ɿ時間࠷大給水ྔʦ-�hʧ
┵┬⓱┱┥┼1、┵┬⓱┱┥┼2ʜɿث۩種ผごとの時間࠷大給水
ྔʦ-�hʧ

ද छྨผ୯Ґ給水ྔݐ　3 ŋ用ؒ࣌ ŋਓ員 �）ɼ�）
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┕┬⓱┥┺┩ʹ
┕┬⓱┱┥┼
┏1

� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜ（�）

ここに
┕┬⓱┥┺┩ɿ時間ฏۉ給水ྔʦ-�hʧ
┕┬⓱┱┥┼ɿ時間࠷大給水ྔʦ-�hʧ
┏1ɿ┕┬⓱┱┥┼の┕┬⓱┥┺┩に対するׂ合（�1�5ʙ2 ��）

3ɽ5　ॠ࠷࣌大給水ྔ┕┴
ॠ時࠷大給水ྔは、3ɽ2ʙ3ɽ4で求めた、人員

๏ث۩๏による時間ฏۉ給水ྔ時間࠷大給
水ྔにͮجく方๏と、それ以֎にݐごとのӴ
生ث۩の数種ผにͮجきࢉ定する方๏があ
る。4)"4&จݙでは、ࣜ（�）にࣔすように、
時間ฏۉ給水ྔを毎分当たりのྲྀྔにࢉし、
定ࢉ大給水ྔを࠷数を͡ることによりॠ時
する。

┕┴ʹ
┏2ɾ┕┬⓱┥┺┩
��

� ʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜ（7）

ここに、
┕┴ɿॠ時࠷大給水ྔʦ-�NiOʧ
┏2ɿ┕┴ の┕┬⓱┥┺┩に対するׂ合（�3��ʙ4 ��）
┕┬⓱┥┺┩ɿ時間ฏۉ給水ྔʦ-�hʧ

๏۩ث४においても人員๏ɾجܭ築設備設ݐ
をجにしたࢉ定値からॠ時࠷大給水ྔを求める
方๏が記載されているが、ࣜ （�）にࣔすように、
時間ฏۉ給水ྔではなく、時間࠷大給水ྔをج
にしており、考え方に差異がある。

┕┴ʹ
┏2ɾ┕┬⓱┱┥┼
��

� ʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜ（8）

ここに、
┕┴ɿॠ時࠷大給水ྔʦ-�NiOʧ
┏2ɿ┕┴の┕┬⓱┱┥┼に対するׂ合
　（人員๏ɿ1�5ʙ2（௨ৗは1�5）、ث۩๏ɿ2ʙ3
（௨ৗは2�5））
┕┬⓱┱┥┼ɿ時間࠷大給水ྔʦ-�hʧ

ॠ時࠷大給水ྔのࢉ定๏は༷ʑなจݙに記載
されており1�）ʙ15）、そのまとめはද�にࣔす௨り
であるが、ݐの用్نに応͡て設ܭ者が
બする。

者ɾܭした設備設ࢪ調ɾӴ生工学会が࣮ؾۭ
、工者を対象にしたΞンέート結果1�）によるとࢪ
いߴ給水ෛՙ୯Ґ๏がར用されるස度が۩ث
。がࣔされている

ද �　ॠ࣌給水ྔͷ主たΔෛՙࢉ定๏

4ɽ�֤ छڅ水ෛՙࢉఆ๏ʹΑΔࢉఆ݁Ռ
ͷൺֱ

事務所用్とॅ用్のϞσϧϏϧを設定
し、3ɽでड़べた֤給水ෛՙࢉ定๏によりࢉ定
した給水ෛՙを比ֱした。なお、人員๏は
4)"4&จݙとݐ築設備設جܭ४の両方の合
でࢉ定し、୯Ґ給水ྔなどの設定値の違いによ
るࢉ定結果の違いをࣔす。

�ɽ1　事所（ඇॅ用్）
（1）ରݐͷ֓ཁ
Ϟσϧとした事務所用్のݐ（以下、「"Ϗ

ϧ」）の֓要をද5に、給水ܥ౷の֓念ਤをਤ1に
ࣔす。地上8֊ݐて、延চ面ੵ3,8��ᶷであり、
給水方ࣜは結૿ѹ方ࣜが࠾用されている。

ද ֓ཁ（"Ϗϧ）ݐ　5



ʤ��ʥ࠲ߨਫஔٕज़څ

Vol.22  No.2  2021. 春季号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

24

֤種Ӵ生ث۩の設置数をද6に、主なӴ生ث
۩の֓要をද�にࣔす。
大ศثはચড়水ྔが��5-以下のJ*4֨نにお
けるઅ水ᶘܕを、খศثはセンαーによりࣗ動
ચড়が行われるઐ用ચড়หࣜを定した。

（2）ෛՙࢉ定ͷ設定
（1）に記載したݐ֓要の΄か、給水ෛՙࢉ
定に用いた主要な設定値をද�にࣔす。
4)"4&จݙとݐ築設備設جܭ४では設定で

きる値に差異があり、ݐ築設備設جܭ४の方が
খさな値が࠾用されているにある。

（3）֤छࢉ定๏ʹΑΔ給水ෛՙͷൺֱ
ø）給水ྔ┕┨
日給水ྔの比ֱをਤ2にࣔす。人員ີ度の差

異により、ݐ築設備設جܭ४によるࢉ定値が
খさくなった。

ਤ 2　給水ྔͷൺֱ（"Ϗϧ）

ù）ؒ࣌ฏۉ給水ྔ┕┬⓱┥┺┩
時間ฏۉ給水ྔの比ֱをਤ3にࣔす。時間ฏۉ
給水ྔは֤ࢉ定๏とも֓Ͷಉఔ度となったものの、
4)"4&จݙの人員๏による合が࠷も大きく、ݐ
築設備設جܭ४の人員๏による合が࠷もখさく

ද 6　設置ث۩（"Ϗϧ）

ද �　主ͳӴੜث۩ͷ֓ཁ（"Ϗϧ）

ਤ 1　給水ܥ౷֓೦ਤ（"Ϗϧ）

ද �　ෛՙࢉ定্ͷ主ཁͳύラϝータ（"Ϗϧ）

ਤ 給水ྔͷൺֱ（"Ϗϧ）ۉฏؒ࣌　3
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なった。また、ث۩๏によるࢉ定値は4)"4&จݙ
による人員๏のࢉ定値よりもখさい値となった。
ú ┼┥┱⓱┬┕大給水ྔ࠷ؒ࣌（
時間࠷大給水ྔの比ֱをਤ�にࣔす。時間࠷大
給水ྔは時間ฏۉ給水ྔとಉ༷に֤ࢉ定๏とも
֓Ͷಉఔ度となったものの、ث۩๏による合が
४の人員๏によجܭ築設備設ݐ、も大きくなり࠷
る合が࠷もখさくなった。人員๏による比ֱで
は、時間࠷大に変するための数┯1は4)"4&
จݙが1�75、ݐ築設備設جܭ४が2��と4)"4&
จݙの数がখさいにも関わらず4)"4&จ
&定値が大きくなった。これは4)"4ࢉによるݙ
จݙの人員๏による合は日給水ྔが大きくࢉ
定されることによるものであると考えられる。

ਤ 大給水ྔͷൺֱ（"Ϗϧ）࠷ؒ࣌　�

û）ॠ࠷࣌大給水ྔ┕┴
ॠ時࠷大給水ྔの比ֱをਤ5にࣔす。ॠ時࠷大
給水ྔはث۩ར用๏による合が࠷も大きくなり、

もখさ࠷४の人員๏による合がجܭ築設備設ݐ
くなった。ث۩ར用๏は、4)"4&จݙに記載さ
れているࢉ定๏となるが、খنで分担するث۩
の少ない配管構成において؆ศにॠ時࠷大給水ྔ
をಘるためのࢉ定๏と解説されていることから、
本Ϟσϧのようなݐ1౩の主管には不きな方
๏であり、ա大なࢉ定結果となったと考えられる。

�ɽ2　集߹ॅ（ॅ用్）
（1）ରݐͷ֓ཁ
延চ面ੵは3,2��ᶷ、地上11֊ݐての集合

ॅ（以下、「#Ϗϧ」）を対象ݐとした。#
Ϗϧのݐ֓要をද�に、給水ܥ౷の֓念をਤ6
に、設置されている主なӴ生ث۩の֓要をද1�
にࣔす。ॅށは2人らしを定した1-%,で、
。となっているށ��数はށ

ද ֓ཁ（#Ϗϧ）ݐ　�

ਤ 6　給水ܥ౷֓೦ਤ（#Ϗϧ）

ਤ 5　ॠ࠷࣌大給水ྔͷൺֱ（"Ϗϧ）

器
具
給
水
負
荷
単
位
法

器
具
利
用
法

人
員
法
（
国
）

水
使
用
時
間
率
法

新
給
水
負
荷
単
位
法

人
員
法
（
学
会
）

器
具
法
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（2）ෛՙࢉ定ͷ設定
（1）に記載したݐ֓要の΄か、給水ෛՙࢉ
定に用いた主要な設定値をද11にࣔす。

ද 11　ෛՙࢉ定্ͷ主ཁͳύラϝータ（#Ϗϧ）

४における集合ॅの֤種設جܭ築設備設ݐ
定値には、4)"4&จݙが引用されているため、
୯Ґ給水ྔฏۉ用時間はಉ一の値となる。
なお、ෛՙࢉ定に当たっては集合ॅ用్に

దしたࢉ定๏にߜって検討することとした。

（3）֤छࢉ定๏ʹΑΔ給水ෛՙͷൺֱ
ø）給水ྔ┕┨
日給水ྔの比ֱをਤ�にࣔす。୯Ґ給水ྔと

人員ີ度は等しい値が࠾用されているため、日
給水ྔは等しくなった。

ਤ �　給水ྔͷൺֱ（#Ϗϧ）

ù）ؒ࣌ฏۉ給水ྔ┕┬⓱┥┺┩
時間ฏۉ給水ྔの比ֱをਤ�にࣔす。ฏۉ

用時間に等しい値が࠾用されているため、時間
ฏۉ給水ྔも等しくなった。

ਤ 給水ྔͷൺֱ（#Ϗϧ）ۉฏؒ࣌　�

ú）࠷ؒ࣌大給水ྔ┕┬⓱┱┥┼
時間࠷大給水ྔの比ֱをਤ�にࣔす。時間࠷
大給水ྔは人員๏による比ֱとなるが、ݐ築設
備設جܭ४のࢉ定値が大きくなった。これは、
時間࠷大に変するための数┯1が4)"4&จݙ
は1�75、ݐ築設備設جܭ४が2��とݐ築設備設ܭ
。४の値が大きくなっているためであるج

ਤ 大給水ྔͷൺֱ（#Ϗϧ）࠷ؒ࣌　�

û）ॠ࠷࣌大給水ྔ┕┴
ॠ時࠷大給水ྔの比ֱをਤ1�にࣔす。ॠ時࠷

大給水ྔは新給水ෛՙ୯Ґ๏による合が࠷も
大きくなり、ݐ築設備設جܭ४の人員๏による

ද 1�　主ͳӴੜث۩ͷ֓ཁ（#Ϗϧ）
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合が࠷もখさくなった。人員๏による比ֱで
は、時間࠷大給水ྔの合とは反対に、ݐ築設
備設جܭ४による合のࢉ定値がখさくなって
いるが、これはॠ時࠷大に変するための数
┯1が4)"4&จݙは3�5、ݐ築設備設جܭ४が1�5
とݐ築設備設جܭ४の値が大෯にখさくなって
いるためである。また、集合ॅઐ用でॠ時࠷
大給水ྔをࢉ定できるॅډ人員๏とށ数๏の比
ֱではށ数๏のࢉ定値が大きくなった。この2
種ྨのࢉ定๏は、集合ॅにおける水用࣮
態17）ɼ18）にͮجき、ۙࣜࣅを設定している手๏と
なるが、ށ数๏の合は1ੈଳを4人ॅډとみな
しており、Ϟσϧݐの設定値よりも大きなډ
ॅ人員数となっていることがこのࢉ定値の差異
の一Ҽであると考えられる。ۙ年は集合ॅも
༷ʑな種ྨがあり、1ށ当たりのॅډ人員数も
෯いことから、人数の設定が4人にݻ定され
てしまうށ数๏はจݙによっては࠾用されてい
ない状況となっている。

ਤ 1�　ॠ࠷࣌大給水ྔͷൺֱ（#Ϗϧ）

戸
数
法

新
給
水
負
荷
単
位
法

居
住
人
員
法

人
員
法
（
国
）

人
員
法
（
学
会
）

�ɽ·ͱΊ
ୈ1回となる本報では、૯として給水ෛՙの
種ྨ目的ٴびࢉ定๏を体ܥ的に整理するとと
もに、事務所Ϗϧと集合ॅの2種ྨのݐ用
్をྫとして、ద用する設ࢿܭྉࢉ定๏によ

りࢉ定結果（給水ෛՙ）が大きく相違すること
をࣔした。これはࠜ本的なࢉ定理ۙ年のઅ
水化の反映の可൱による相違が主たる要Ҽであ
る。特にॠ時࠷大給水ྔのࢉ定๏の種ྨは多く、
ࡶである上に結果が大きくဃ離することから
ա大設ܭの一Ҽとなりಘる。
このような状況を受けて、અ水化を反映した

設ࢿܭྉのఏҊࢉ定๏の見しの検討が現
調ɾӴ生工学会を中৺にਐめられてؾۭ、ࡏ
いる。また、水用ثػの給水ྔを任ҙに設定
できるシϛϡレーシϣンによる動的給水給౬ෛ
ՙࢉ定๏15）などがެ開されており今ޙのීٴが
期待されている。

ʲҾ用ɾߟࢀจݙʳ
ø 調ɾӴ生設ؾ調ɾӴ生工学会ɿۭؾۭ（
備の࣮務の知識、ΦーϜࣾ、19�5年、QQ�147ô
152
ù 調ɾӴ生工学ؾ調ɾӴ生工学会ɿۭؾۭ（
会ศ覧、ۭؾ調ɾӴ生工学会、ୈ14൛、ᶚ巻、
2�1�
ú 調ɾӴ生工学会ɿ4)"4&�4ؾۭ（ 2��ô
2�19「給ഉ水Ӵ生設備ج४ɾಉ解説」、2�2�
û 調ɾӴ生工学会ฤɿ給ഉ水Ӵ生設備ؾۭ（
の࣮務の知識、ΦーϜࣾ、改గ4൛、2�17
ü ）国ަ௨ল大ਉ官Ӧસ෦設備ɾڥ課
修ɿݐ築設備設جܭ४、ฏ成3�年൛、2�18
ý ）給水工事技術ৼڵ財団ɿ給水装置工事技術
、2�18ࢦ
þ ）国ަ௨ল大ਉ官Ӧસ෦設備ɾڥ課
修ɿݐ築設備設جܭ४、ฏ成3�年൛、Q��21、
2�18
ÿ 調ɾӴ生工学会ฤɿ給ഉ水Ӵ生設備ؾۭ（
の࣮務の知識、ΦーϜࣾ、改గ4൛、Q�4�、
2�17
Ā 調ɾӴ生工学会ฤɿ給ഉ水Ӵ生設備ؾۭ（
の࣮務の知識、ΦーϜࣾ、改గ4൛、Q�37、
2�17

1�）国ަ௨ল大ਉ官Ӧસ෦設備ɾڥ課
修ɿݐ築設備設جܭ४、ฏ成3�年൛、Q��2�、
2�18

11）国ަ௨ল大ਉ官Ӧસ෦設備ɾڥ課
修ɿݐ築設備設جܭ४、ฏ成3�年൛、Q��22、
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2�18
調ɾӴ生工ؾ調ɾӴ生工学会ɿۭؾۭ（12
学会ศ覧、ۭؾ調ɾӴ生工学会、ୈ14൛、
ᶚ巻、QQ�111ô117、2�1�
調ɾӴ生工学会ɿ4)"4&�4ؾۭ（13 2��ô
2�19「給ഉ水Ӵ生設備ج४ɾಉ解説」、QQ�229ô
239、2�2�

調ɾӴ生工学会ฤɿ給ഉ水Ӵ生設備ؾۭ（14
の࣮務の知識、ΦーϜࣾ、改గ4൛、QQ��4ô
71、2�17

15）ଜ川ࡾ΄かɿݐ築の新給水給౬ෛՙࢉ
定๏と࣮務設ܭ、জ国ࣾ、2�2�

　調ɾӴ生工学会　給ഉ水設備委員会ؾۭ（�1
給ഉ水Ӵ生設備設ܭ手๏検討খ委員会ɿ給ഉ
水Ӵ生設備設ܭ手๏に関する調査ɾ研ڀ、
QQ�3ô7、2�2�

17）ॅ෦開発センλーɿ3給水シεςϜ評
定関ਤ書࡞成要ྖ、ࢀ考ࢿྉ1、1979

18）東ژ水道局ɿࢦ定給水装置工事事業者工
事ࢪ工要ྖ、ୈ4ষ、Q�1�、2��9
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ͱԊֵ࢙ྺ

当ࣾは、日本࠷大の化学ا業άϧーϓを༴し
15大財ൊの一つであった日コンπΣϧンのϓ
ラεチック෦を体に、1947年に「ੵ水産業
でࡐ会ࣾ」として生しました。新しいૉࣜג
ある「ϓラεチック」の成ܗɾ加工メーカーを
目ࢦし、セーラーࣾのϘーϧϖン࣠を受した
のが日本࠷初のϓラεチックࣹग़成ܗ事業の࢝
まりです。
1948年には念ئのࣗࣾ工をಸྑ市に開設し

（ࣸਅ1）、くし、Ϙλンなどのࣹग़成ܗを
。そして໊ࣾを「ੵ水化学工業ࣜג会ࣾ」と
改শし本֨的な事業をελートさͤました。
195�年には当ࣾの࠷長ण「セロϋンςー
ϓ」のを開࢝、また「ポリόέπ」は日本
のՈఉにϓラεチックという新ૉࡐを定ணさͤ
るとなりました（ࣸਅ2）。ैདྷのϒリΩ
に比べ、ܰくていすく明るいカラーは、今
までの生活用のイメーδを一新したと言われ
ています。
1952年に、ژ工で࣭ߗԘ化Ϗχϧ管「エ
εロンύイϓ」の本֨がελート。1954年
に東ژ水道局からࢦ定ঝ認を受け、さらに

1955年には東ژ工でԘϏ管ܧ手のࣹग़成ܗに
成ޭし、以དྷ、今日まで当ࣾを代දするで
ありଓけています。
19��年には、現ࡏのڥɾライフラインカン

ύχーのϚβー工とҐ置付けられる࣎լ܀東
工を開設しました（ࣸਅ3）。
19�4年の東ྠޒژを߇えた19��年代初めには

ポリエチレンごみ༰ث「ポリϖーϧ」を発ച
し、ごみऩ集シεςϜのීٴにめ、ਗ਼ܿでき
れいな֗ฒみの構築にݙߩするなど、ੲから
メーカーとして、を௨͡たࣾ会ݙߩにめ
てきました（ࣸਅ�）。

積水化学工業株式会社

社会課題の解決を図り、SDGsの目標達成にも寄与

ࣸਅ1　࠷ॳͷࣗࣾ工ͩͬた奈良工

ࣸਅ2　ՖՇさΜͷ支ʹͳͬͯいたʮポリόέπʯ

ࣸਅ3　։設࣌ͷ࣎լ܀東工
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そこで、当ࣾでは配水ࢧ管で࣮があり、地震
による被害がない1&1ݪ��ྉを࠾用したJ*4֎ܘ
のエεロϋイύー"Wを給水管にల開し、給
水配水の༥ண一体化による管࿏シεςϜ全体の
耐震化をごఏҊさͤて頂いております。全国での
。用事業体数は年ʑ૿加しつつあります（ਤ1）࠾

ਤ1　給水配水ͷ༥ணҰ体化ͷ࣮

αεςφϏϦςΟݙߩͰ4%(Tʹد༩

当ࣾάϧーϓは、今年度よりこれまでのڥ
をਐ化さͤた新しい評価制度「αݙߩ
εςナϏリςΟݙߩ」を࢝動しています。
エεロϋイύーをは͡めとした֤種によ

り、「地ڥٿの上」ٴび「ੈքのひとびとの
くらしの上」ݙߩするɾαーϏεの
ग़市֦大で4%(Tの目ඪୡ成にもد༩して
まいります。

ཧ೦ۀاཁɺ֓ۀࣄ

当ࣾάϧーϓではۙ年、&（ڥ）、4（ࣾ会）、
(（Ψόナンε）をॏࢹする「&4(経Ӧ」を掲͛、
「ࣾ会の࣋ଓ可能性上と当ࣾάϧーϓのརӹ
ある成長の両ཱを目的とし、ڥࣾ会の課題
をよりઓུ的にଊえ、それらの解ܾに取り組Ή
と「事そのもの4(を&」、業活動」でありا
Ґ置付けています。
年2�2�年には、2�3�年までの長期Ϗδϣンࡢ

ʰ7iTiPO2�3�ʱを策定し、「&4(経Ӧを中৺におい
たֵ新と」でࣾ会課題解ܾのݙߩを֦大
し、2�3�年に業༰ഒ૿のച上2ߴஹԁを目ࢦして
います。Ϗδϣンεςートメントl*OOPWBtiPO� GPS�
thF�&BSthzをض印に、ྗする事業ྖ域でཱࡍ
つコΞ技術によってイϊϕーシϣンをىこしଓ
け、ࣾ会課題解ܾにࢿする事業ɾɾαーϏ
εの開発をਤっています。

৽ͷऔΈ

し࢝ਆɾ୶࿏大震災のཌ年に本֨発ചを開ࡕ
た水道用ߴ性能ポリエチレン管「エεロϋイ
ύー JW」は、これまでの数ʑの大地震でも被
害がθロ。ܰྔでࢪ工性のྑさから、耐震性能
だけでなく、現の人手不ྸߴ化といった
ࣾ会課題の解ܾにもݙߩしています（ࣸਅ5）。
ۙ年では、水道配水管の耐震化がਐΜでいる

ものの、東日本大震災、熊本地震で配水管以上
に給水装置で被害が多く発生しています。

ࣸਅ� ポリϖーϧ͕ਗ਼ܿͰ͖Εいͳ֗ฒみͷߏஙʹݙߩ

ࣸਅ5　ࡂ෮چ現Ͱ׆༂͢Δエスϩϋイύー
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財団ニュース①

令ݩ年1�月1日に改ਖ਼水道๏がࢪ行され、ࢦ定給水装置工事事業者の5年ߋ新制度がಋೖされま
した。それにってߋ新時に、その工事事業者がબ任した給水装置工事主任技術者が、࠷新の技術
制度をशಘするための研修にࢀ加したかどうかについて、水道事業者から確認が求められることにな
りました。
当財団では、これまでも主任技術者を対象としたFラーχンάシεςϜ研修を行うとಉ時に、Fラー

χンάςΩεトٴび学श成果ݧࢼ題を毎年ߋ新することによる研修のॆ࣮、研修ػ会の確อをਤっ
てきましたが、こうした制度改ਖ਼等に対応して、令ݩ年7月からこれまで発行してきた技術者ূの
༗ޮ期間を5年とするとともに、技術者ূのߋ新にࡍして、主任技術者に受講していただく全国౷一
的な新たなFラーχンά研修ٴび現地研修会を開࢝しました。
研修会の༰は、令ݩ年�月2�日付、ް生࿑ಇলҩༀɾ生活Ӵ生局水道課長௨知でࣔされた事߲

（下ઢ）をج本に、さらに当財団に関団体を委員とする「給水装置工事主任技術者の技術のҡ࣋ɾ
上のための講शに関する検討会」を設置してఏҊされた主任技術者としてशಘしておくことがま
しい߲目を加し、下記のとおりとしています。
（1）水道๏
水道๏の目的、改ਖ਼水道๏の֓要等について

（2）給水装置工事主任技術者の職務とׂ
定給水装置工事事業者制度、主任技術者のׂ等についてࢦ

（3）給水装置の構ٴび࣭ࡐ
給水装置の構ٴび࣭ࡐのج४֓要、給水管ٴび給水用۩の性能ج४、給水装置のシεςϜج४等

について

（4）給水装置の事故事ྫと対策技術
についてࢭ発࠶ɾクロεコωクシϣン等の事故事ྫ、事故対応ذ分ޡ

（5）給水装置工事におけるཹҙ事߲
給水管の取ग़しɾ接合等のཹҙ事߲、道࿏۷工事での事故ࢭ、安全管理等について

（�）給水装置のҡ࣋管理
給水装置の故োɾ異ৗのݪҼと修સ工事๏等について

（7）給水装置ٴび給水装置工事๏に関する࠷新の技術報
εϚート水道メーλー、東日本大震災給水装置被害状況調査報告等について

給水装置主任技術者研修現地研修会における令2年度の࣮ࢪ結果（3月15日現ࡏ）はද1、令3
年度の࣮ࢪ予定（3月15日現ࡏ）はද2の௨りです。

給水ஔ工事ओ技術ऀݚमݱ�ݚमձ
ྩ̎ͷ࣮݁ࢪՌٴͼྩ̏ͷ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ



Water
Plumbing

Engineering

 ● Vol.22  No.2  2021. 春季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

33

ද 2　ྩ 3給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮ࢪ༧定
（令3年3月15日現ࡏ）

։࠵ಓݝ ։࠵ࢢ ։࠵ ։࠵ॴ
1 県ܗࢁ 市ܗࢁ 令 ú年 ü月27日（） ま͗Μ県民ϗーϧ（大ϗーϧ）

2 ࢁ県 ࢁ市 令 ú年 ý月1�日（水） ࢁ県૯合ӡ動ެԂ
ࢁ県上ڝ技　会ٞࣨ

3 ઍ༿県 ઍ༿市 令 ú年 ý月17日（） ઍ༿県水道会ؗ

ද 1　ྩ 2給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮݁ࢪՌ
（令3年3月15日現ࡏ）

։࠵ಓݝ ։࠵ࢢ ։࠵ ։࠵ॴ डऀߨ数
（人）

1
ҵ県

水ށ市 令 ù年 þ月14日（Ր） ΞμεトリΞみとΞリーナ ç53

2 Ӝ市 令 ù年 þ月17日（金） Ӝ市ۈ࿑者૯合福ࢱセンλー
（ワークώϧӜ） ç�4

3 長県 দ本市 令 ù年 ÿ月2�日（） あずさ会ؗ 11�
4 ੩Ԭ県 ൬ా市 令 ù年 ÿ月27日（） ཽ༸な͗の会ؗ ç7�

5 ས県ࢁ 市ߕ 令 ù年 ÿ月28日（金）
　　　　　　29日（）ࢁས県ཱ中খا業人ࡐ開発センλー 11�

� ੩Ԭ県 ࢜市 令 ù年 Ā月 ú日（）࢜市産業ަྲྀలࣔ「;͡さΜメッセ」 ç97
7 ҵ県 取手市 令 ù年 Ā月 ÿ日（Ր） άリーンύレε　;͡しΖ ç72
8 県ܗࢁ 市ܗࢁ 令 ù年 Ā月18日（金） ま͗Μ県民ϗーϧ（大ϗーϧ） 527
9 ಢ県 大ాݪ市 令 ù年1�月 þ 日（水） 大ాݪ地۠ެ民ؗ ç41
1� ಸྑ県 ಸྑ市 令 ù年1�月 ÿ 日（） ϗςϧ　リΨーレय़日 ç�4
11 ಢ県 Ӊ宮市 令 ù年1�月 Ā 日（金） ಢ県教ҭ会ؗখϗーϧ ç8�
12 ಢ県 Ӊ宮市 令 ù年1�月12日（月） ʏ ç31
13 ෞ県ذ ෞ市ذ 令 ù年11月 ý 日（金） ෞ県管設備会ؗذ ç74
14 宮࡚県 宮࡚市 令 ù年11月1�日（Ր） 宮࡚県技能検定センλー ç44

15 ࢁ県 ࢁ市 令 ù年11月1�日（Ր）
　　　　　　11日（水） ࢁ市管工事協ಉ組合 213

1� 宮࡚県 市 令 ù年11月11日（水） 市中ԝެ民ؗ ç��
17 լ県࣎ 市 令 ù年11月17日（Ր） 市ཱ市民ަྲྀϓラβ大会ٞࣨ ç29
18

手県ؠ
Ֆ巻市 令 ù年12月 ù 日（水） Ֆ巻市จ化会ؗ（中ϗーϧ） ç91

19 Ԟभ市 令 ù年12月 ú 日（）Ԟभ市จ化会ؗ（;ϗーϧ）లࣔࣨ ç9�
2� 市࣊ٱ 令 ù年12月 û 日（金）࣊ٱ市民体ҭؗ（ୈ 1ɾୈ 2会ٞࣨ） ç�9
21 ઍ༿県 ઍ༿市 令 ù年12月24日（） ઍ༿県水道会ؗ ç79
22 լ県ࠤ լ市ࠤ 令 ú年 ø月29日（金）ࠤլ市จ化会 （ؗイϕントϗーϧ）（延期） ʕ

23 県ۄ࡛ さいたま市 令 ú年 ù月18日（）
　　　　　　19日（金） 県管工事会ؗۄ࡛ 3֊大会ٞࣨ ç58

24 長県 長市 令 ú年 ú月 û日（） 東෦ড়化センλー ç55

25 ҵ県 水ށ市 令 ú年 ú月 Ā日（Ր） ΞμεトリΞみとΞリーナ
（東町ӡ動ެԂ体ҭؗ多目的会ٞࣨ） ç42
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財団ニュース②

給水ஔ工事技ݕఆձ
ྩ̎ͷ࣮݁ࢪՌٴͼྩ̏ͷ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ

当財団は、水道๏ࢪ行نଇ3�の2߲でࣔされた「దに࡞業を行うことがで
きる技能を༗する者」を養成するため、給水装置工事配管技能検定会を開催して
います。ಉ検定会は学Պ課ఔと࣮技課ఔで構成しており、࣮技課ఔでは༗ѹの配
水管（μクλイϧரమ管П75NN）のαυϧ付分水ખの取付け、手動ࣜઠػ
による配水管の分ذઠٴび給水管3管種（ᶃポリエチレンೋ管、ᶄ࣭ߗポリ
Ԙ化Ϗχϧ管、ᶅ࣭ߗԘ化Ϗχϧライχンά߯管またはεςンレε߯߯管）の
அɾ接合ɾ組ཱに関する技能レϕϧを定する「全国ඪ४検定」を行っています。
水道事業体が࣮ࢪした給水装置の配管技能の࣮技に関するݧࢼ合֨者ɾ講श会修
ྃ者などは、࣮技課ఔにおける給水管のஅɾ接合ɾ組ཱの࡞業を໔除し、分ذ
ઠのみの受検も可能です。
全国ඪ४検定の΄か、水道配水用ポリエチレン管のαυϧ付分水ખ（ரమ）
の取付けɾ分ذઠٴび༥ண接合に関する技能レϕϧを定する「ポリエチレン
管検定」、全国ඪ४検定にؚまれない༰で、開催地の要にͮجく検定を行う
「地域Φϓシϣン検定」も行っています。
給水装置工事配管技能検定会における令2年度の࣮ࢪ結果（3月15日現ࡏ）
はද1、令3年度の࣮ࢪ予定（3月15日現ࡏ）はද2の௨りです。
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（令3年3月15日現ࡏ）
։࠵ಓ県 ։࠵市 ։࠵ ։࠵所

1 海道 札幌市
令 ú年 û月21日（水）
　　　　　　22日（）

札幌市水道局給配水技術研修所

ද 2　ྩ 3給水装置工事配管技能検定会�࣮ࢪ༧定

（令3年3月15日現ࡏ）

։࠵ಓݝ ։࠵ࢢ ։࠵ ։࠵ॴ
डऀݕ数
（人）

1 ಸྑ県 町ࡾ 令 ù年 þ月 ü日（日） ಸྑ県ཱߴ等技術ઐߍ ç47

2 大ࡕ ઘ市 令 ù年 ÿ月2�日（水）
　　　　　　27日（）大ࡕཱ南大ߴࡕ等職業技術ઐߍ 129

3 県ۄ࡛ さいたま市 令 ù年 Ā月12日（） 県管工事会ؗۄ࡛ ç�1
4 ઍ༿県 ઍ༿市 令 ù年 Ā月17日（） ઍ༿県水道技術研修センλー ç99
5 新ׁ県 新ׁ市 令 ù年 Ā月19日（） 新ׁ市水道局水道研修センλー ç12
� ਆಸ川県 海໊市 令 ù年 Ā月2�日（）ਆಸ川県管工事業協ಉ組合「県水会ؗ」 ç51
7 手県ؠ Ֆ巻市 令 ù年1�月 ù 日（金） Ֆ巻職業܇࿅協会 ç39
8 口県ࢁ Ӊ෦市 令 ù年1�月 ú 日（） Ӊ෦管工事協ಉ組合会ؗ ç25
9 ࢁ県 ࢁ市 令 ù年1�月 ÿ 日（） ࢁ市管工事協ಉ組合会ؗ ç37
1� 海道 札幌市 令 ù年1�月11日（日） 札幌市水道局給配水技術研修所 ç85
11 宮࡚県 宮࡚市 令 ù年11月 ø 日（日） 宮࡚水道会ؗ ç��

12 県ܗࢁ 市ܗࢁ 令 ù年11月 ü 日（） 設ࢪ設管理センλー技術研修ࢪ市上下水道ܗࢁ ç42

13 լ県࣎ 大市 令 ù年11月 þ 日（） ಠཱ行๏人　
構ػԉࢧ用ޏɾো害ɾ求職者ྸߴ ç29

14 ژ 市ژ 令 ù年11月 þ 日（） 市上下水道局ଠਇ庁ࣷژ ç51

15 島県 島市 令 ù年11月 þ 日（）
　　　　　　 ÿ日（日）島市ࢦ定上下水道工事業協ಉ組合 ç39

1� ੩Ԭ県 ੩Ԭ市 令 ù年11月12日（） ੩Ԭ市上下水道局ড়水 ç53
17 熊本県 熊本市 令 ù年11月28日（）熊本市上下水道局෦上下水道センλー ç31
18 ੩Ԭ県 ֻ川市 令 ú年 ø月14日（） ֻ川市所　大東ࢧ所 ç�1
19 ಸྑ県 町ࡾ 令 ú年 ú月14日（日） ಸྑ県ཱߴ等技術ઐߍ ç42

ද 1　ྩ 2給水装置工事配管技能検定会�࣮݁ࢪՌ
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訃 報
当財団前理事長のాܟ߁

（はまだɾすたか）ࢯが令
3年1月19日に੦ڈされま
した（ڗ年7ࡀ�）。
ాࢯは、給水装置工事に
関する制度のൈ本的な見し
を行ったฏ成8年の水道๏改
ਖ਼とそのࢪ行に、ް生ল水道
整備課長ٴび水道ڥ෦長と
して࠷前ઢで取り組まれまし
た。これとฒ行して、改ਖ਼水
道๏にͮجく給水装置工事主任技術者ݧࢼを࣮ࢪするػ関を設ཱする४備をਫ਼ྗ的
にਐめられ、その結果、ฏ成9年3月に当財団が設ཱされました。そして、ಉ年5月
にް生大ਉから当財団がਖ਼ࣜにࢦ定ػݧࢼ関にࢦ定されました。
そのޙ、ాࢯは、ฏ成11年1�月からฏ成15年3月まで当財団ઐ務理事、ฏ成
25年9月からฏ成29年3月まで理事長を務められました。この間、ઐ務理事として
給水装、࢝の刊、配管技能者講श会修ྃ者ূのަ付開「きΎうすい工事」ࢽ関ػ
置工事主任技術者研修会の設などをけΜ引され、当財団の࡞ૅجりにݙߩされま
した。また、理事長として当財団がࢀըするڞಉ研ڀの設ならびに「結給水シ
εςϜにおけるྲྀٯࢭા置の࣮地࣮ݧ」の࣮ࢪ、給水装置工事配管技能検定会に
おける水道配水用ポリエチレン管検定の開࢝、新事務所のҠస、全国初の給水装
置にる震災被害についてまとめた「東日本大震災給水装置被害状況調査報告書」
の発行、当財団設ཱ2�प年ࣜయのڍ行などのਞ頭شࢦを取られ、当財団のさらなる
発లにけたૅを構築されました。
ా前理事長のご້福をおفりするとともに、ۘΜでご੦ڈの報告をਃし上͛ます。
なお、ّは1月24日にۙ者のみにて執り行われました。ซͤてご報告いたします。

（公財）給水工事技術振興財団

財団ͷ設立2�पه೦ࣜయʹग़੮ た͠
Γ͠ࡏ ͷాࢯܟ߁（લྻதԝ）
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（令和３年１月～３月）

1月13日（水） 第 55回機関誌編集委員会� 財団会議室（オンライン併用）

1月 14日（木）
給水装置工事配管技能検定会（静岡県掛川市）

掛川市役所　大東支所

〃 第 23回財団運営懇談会� 財団会議室（オンライン併用）

2月　3日（水） 第 26回理事会� 財団会議室（オンライン併用）

2月　4日（木）
第 2回埋設給水用ポリエチレン管評価委員会

財団会議室（オンライン併用）

2月 18日（木）
給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（埼玉県さいたま市）

埼玉県管工事会館（大会議室）

3月　3日（水） 第 21回評議員会� 財団会議室（オンライン併用）

3月　4日（木）
給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（長野県長野市）

東部浄化センター

3月　9日（火）
　　　　　　　　 〃  　　　　　　　　（茨城県水戸市）
� アダストリアみとアリーナ（東町運動公園体育館多目的会議室）

3月 14日（日） 給水装置工事配管技能検定会（奈良県）� 奈良県立高等技術専門学校
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後
記■年明けから発令されていた2回目の緊急事

態宣言が3月21日に解除されましたが、全て
の国民がワクチンを接種できるまでには相
当の期間を要すると考えられ、with コロナ
の時代に即した活動が求められそうです。当財団の給
水装置工事主任技術研修現地研修会および配管技能検
定会についても、1回目の緊急事態宣言が発令された
年度当初は開催を見送っていましたが、7月頃から感
染症対策を徹底した上で順次開催し、主任技術者研修
現地研修会は25カ所で2,188人、配管技能検定会は19カ
所で993人の方に受講していただくことができました。
安全な給水装置工事を担う主任技術者ならびに技能者
の養成は待ったなしの状況です。with コロナの時代
においても当財団の責務を果たしてまいりたいと考え
ています。
■さて、今号の巻頭言は全管連の藤川会長、エッセイ
水鞠は JWRCの安藤理事長に執筆いただきました。4回
目の掲載となった「シリーズ　わが町の水道事業と管工
事組合」は札幌市水道局ならび札管協に執筆いただき
ましたが、両者が連携して閉庁時の凍結事故に対応し
ている取組みが印象的でした。一口に水道事業者と管
工事組合の連携と言っても、値域の特性を反映して若
干の差異が見られます。今号のみならず前号以前と読
み比べると違った発見がありますので、ぜひご一読頂け

ればと思います。また、今号で「離島のすい
どう紀行」を掲載する予定でしたが、2回目の
緊急事態宣言の影響を受け、次号以降に順延
することとなりました。乞うご期待下さい。

■今号と次号の特集では、日本水道協会の担当官に「地
震等緊急時対応の手引き」について解説していただき
ます。毎年のように災害が発生し、南海トラフ巨大地
震等の発生が懸念される中で、災害に備えた体制を整
備することは急務です。すでに多くの方が手引きをご
覧になられていると思いますが、改めて本特集ならび
に手引き等をご確認頂き、災害に備えた体制整備の一
助にして頂ければ幸いです。
■加えて、水道事業に携わる職員数が減少する中で、
災害に強い水道の構築も必要不可欠です。2月25日付
の水道産業新聞（1面）に、金沢大学の宮島教授が福
島県沖地震の被災地を調査し、「給水装置の耐震化と
いう新たな課題は十分に認識する必要がある」とコメ
ントした記事が掲載されていましたが、当財団におい
ても、東日本大震災および熊本地震における給水装置
被害状況調査報告書を発刊するとともに、これらの報
告書で漏水事故が多いとされた埋設給水用ポリエチレ
ン管の経時変化と健全性評価に関する検討委員会を設
置して検討を行いました。これらの知見が災害に強い
水道の一助になれば幸いです。
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給水装置の事故事例に学ぶ
～事故対応と予防に向けて～
給水装置の事故事例に学ぶ
～事故対応と予防に向けて～

公益財団法人 給水工事技術振興財団 刊
Ａ５判　定価 1,500 円（消費税込・送料財団負担）

本書は、積極的に公表されることの少ない給水装置の事
故事例を示し、それを教訓に、事故の予防に活用して頂く
ことを目的にした書籍です。

【主な事例】１誤分岐接合…工業用水管等11事例　２給水装置の構造及び
材質の基準に不適合で生じた事故…クロスコネクション31事例 ウォーターハ
ンマ18事例　配管工事に関わる事故23事例　合成樹脂管と有機溶剤21事
例　給水用具の不具合による事故3事例　漏水による公衆災害６事例
【参考資料】１厚生労働省からの通知等　２事故の予防事例（立入調査）
　※本書の第二版（給水装置の事故事例に学ぶ  Ⅱ）は当財団HPで公開中。

問い合わせ・申し込み先　公益財団法人 給水工事技術振興財団
〒163-0712　東京都新宿区西新宿二丁目7番1号

小田急第一生命ビル12階　　　　
　　　　　　電話 03-6911-2711/FAX 03-6911-2715



JIS K 6762寸法＆JWWA K 144材料の
ベストコンビネーションで、給水管の
ネクストスタンダードをご提案します。ネクストスタンダードをご提案します。

JIS K 6762寸法＆JWWA K 144材料の
ベストコンビネーションで、給水管の
ネクストスタンダードをご提案します。
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ネクストスタンダードをご提案します。ネクストスタンダードをご提案します。ネクストスタンダードをご提案します。ネクストスタンダードをご提案します。

水道給水用高密度ポリエチレン管（1種二層管）
εʔύʔλϑϙϦ1छೋ

水道給水用高密度ポリエチレン管（1種管ブルー）
εʔύʔλϑϙϦ1छϒϧʔ
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JIS�,�����ͷ水ಓ用ϙリエνϨンೋ
（�छೋ）ͱಉ寸法です。（�छϒ
ルーは੨৭ͷ୯です。外径、શମް
͞、径は�छೋͱಉ寸法です。）
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同寸法

外径･内径
同寸法

EF継手ͱ金属継手ͷೋͭͷ接合ํ
法Λબできます。
EF接合では、水͔Βڅ水まで
Ұମߏ࿏Λߏஙできます。

EF接合部の試験例
圧ॖは͘試験ͷ࣮ࢪঢ়گ

。ఆ工具ͷクランプがෆཁですݻ
❶ クランプ機能付EF継手※

❶ 短期強度・長期強度

❷ 耐灯油浸透性

EF継手Λೋݸಉ࣌に௨ిができます˞。
工࣍ୈでࢪ工ؒ࣌Λॖする ͱ͜が可能です。

❷ 同時通電工法 

施工時間の
短縮に貢献
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水圧試験の
実施状況は
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水道給水用高密度ポリエチレン管
（1種二層管）（1種管ブルー）
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https://www.kubota-chemix.co.jp





給水配水一体化システム
給水管引き込み部耐震化の実現 既設管との確実な接合を実現するJIS外径寸法

従来管路との高い互換性・新旧の高い視認性 長寿命な配水・給水システムを実現

配管例

EFソケット

EF90°エルボ

融着工具が使用できない場合や、接合後すぐに
水圧試験する場合は、金属継手でも接合できます。

EFスクリュージョイント

POI
NT

止水機能付きプラグ
（メンテ可能）

EFプラグ付サドル

サドル分岐

配水管

エスロハイパーAW（JIS外径寸法）

エスロハイパーJW

給水管

配水管～水道メーター手前まで

『水道の耐震・長寿命化』を実現。

簡単装着で
取外し不要

クランプ付EF継手で
施工のスピードアップに
貢献します!

かんたんクランプ

エスロハイパーAWコイル管
持ち運びしやすい
30ｍ巻。
φ20，25をご用意！

青ポリ（JIS外径）融着本採用
二層管（JIS外径）融着本採用
青ポリ融着テスト採用、
二層管融着テスト採用

全国のご採用事業体様

関東圏拡大関東圏拡大

給水配水の融着一体化ご採用事例（JIS外径）

2020年
10月発売
（受注生産品）
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